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第3回
定例会

平成24年

「声の市議会だより」をお届けしています。
（録音テープ）　

お知り合いの方でご希望の方がいらっしゃいましたら
中央図書館（☎042-465-0823）へお問い合わせください。

　市内における購買意欲の拡大、商店街の活性化を目的とした「プレ
ミアム商品券事業費補助金」（3,519万円）を含む補正予算を可決し
ました。
　また、その他平成23年度の各会計決算を、それぞれ認定しました。

⇒詳しくは７面「決算・補正予算の審査から」をご覧ください。

主

な

議

案

等

　暴力団の排除を推進するための措置等を定めた条例を可決しました。
⇒詳しくは６面「委員会の審査から」をご覧ください。

紙
面
の
紹
介
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も
く
じ
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質
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議
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（
無
所
属
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光
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一
般
質
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旨

　

藤
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智
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議
員
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公
明
）

　

佐
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員
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明
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員
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議
員
（
公
明
）

　

保
谷 　

清
子　

議
員
（
共
産
）
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員
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産
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５面 ４面

議
決
結
果
（
議
案
、
請
願
・
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意
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書
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ら
せ

10面

委
員
会
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察
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O
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画
総
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委
員
会
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教
厚
生
委
員
会

８面

委
員
会
視
察
R
E
P
O
R
T

　

建
設
環
境
委
員
会

　

駅
周
辺
再
開
発
等
特
別
委
員
会

会
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催
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況

９面

一
般
質
問
要
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倉
根 　

康
雄　

議
員
（
共
産
）

　

藤
岡 　

智
明　

議
員
（
共
産
）

用
語
の
解
説

委
員
会
の
審
査
か
ら

６面

決
算
・
補
正
予
算
の
審
査
か
ら

７面

「議場コンサート」を開催します！
～12月３日開催（予定）～

市役所の議場でコンサートを開催します。
（詳しくは10面をご覧ください。）

「プレミアム商品券事業」を含む補正予算を可決！

「暴力団排除条例（12月１日から施行）」を
賛成多数で可決！

「プレミアム商品券事業」を含む補正予算を可決！

「暴力団排除条例（12月１日から施行）」を
賛成多数で可決！

○第３回定例会　
　会期…9月3日(月)～10月2日(火) 30日間

審議件数 可決・採択 否決・
不採択 継続審査

1

20 3

21
4
7
8
2
5
1
28

21
4
7
8
2
4
1
5

議　案

議員提出議案
請　願
陳　情

条　例
予　算
決　算
その他

※1

※2

※ 1「可決 ･採択」には、認定、同意､ 趣旨採択を含んでいます。
※ 2  最終日に付託した陳情１件を含んでいます。

 　平成 25 年９月、10 月に多摩地域を中心に開催される「スポーツ祭東京 2013（東京国体）」
を市民にＰＲする一環で、議場を装飾するとともに、大会啓発用のポロシャツを着用し、議
会を開催しました。
～西東京市では「バスケットボール（会場　総合体育館）」が正式競技となります～



一般質問（1）

第 53 号（2）平 成 24 年 11 月 15 日　発行

西東京市

質
問　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
指
定

管
理
期
間
が
平
成
25
年
３
月
ま

で
。
新
た
な
指
定
管
理
者
の
選

定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
市
の
要
望

事
項
の
大
幅
な
変
更
点
は
。

答
弁　

現
在
、
公
募
が
終
了
し
、

選
考
委
員
会
に
よ
る
書
類
審
査

の
第
１
次
審
査
が
終
了
し
た
。

平
成
24
年
10
月
中
に
面
接
に
よ

る
第
２
次
審
査
を
実
施
し
指
定

管
理
者
の
候
補
を
決
定
し
、
平

成
24
年
12
月
議
会
で
次
期
指

定
管
理
者
候
補
に
つ
い
て
審
議

い
た
だ
く
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

総
合
体
育
館
の
利
用
方
法
や
向

台
運
動
場
の
駐
車
場
管
理
に
つ

い
て
は
、
担
当
部
署
が
既
に
指

定
管
理
者
と
協
議
調
整
を
行
っ

て
い
る
。
新
た
な
要
望
事
項
は
、

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

と
の
連
携
及
び
支
援
提
供
、
ス

ポ
ー
ツ
祭
東
京
２
０
１
３
開

催
に
伴
う
全
面
的
な
支
援
協
力
、

保
谷
庁
舎
駐
車
場
の
有
料
化
に

伴
う
市
民
要
望
、
総
合
体
育
館

の
個
人
利
用
枠
の
課
題
な
ど
が

主
な
要
望
。

意
見　

教
育
施
設
の
建
て
替
え

広
く
多
く
の
市
民
が
活
用
で
き
る

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
管
理
運
営
に
期
待

桐
山　

ひ
と
み
（
無
所
属
）

質
問　

市
長
退
職
金
は
４
年
間

で
１
千
400
万
円
、
２
期
８
年
で

は
２
千
800
万
円
だ
。
一
部
上
場

企
業
の
大
卒
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

退
職
金
の
平
均
が
２
千
400
万
円

だ
か
ら
高
過
ぎ
る
。
国
立
は
不

支
給
、
武
蔵
野
は
減
額
、
八
王

子
は
廃
止
。
市
長
の
考
え
は
。

答
弁　

議
会
が
認
め
た
条
例
に

よ
っ
て
支
給
さ
れ
て
い
る
。
１

期
目
の
退
職
金
は
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
の
約
束
に
従
い
、
議
会
の
議

決
を
得
て
２
割
減
額
し
た
。

質
問　

市
長
の
退
職
金
は
廃
止

で
い
い
。
市
長
も
廃
止
宣
言
を
。

答
弁　

資
産
の
あ
る
人
し
か
市

長
に
な
れ
な
い
な
ら
民
主
主
義

は
形
骸
化
す
る
。

意
見　

八
王
子
で
は
当
選
者
と

次
点
の
両
方
の
公
約
が
廃
止
だ
。

市
民
感
覚
に
沿
う
べ
き
だ
。

質
問　

市
長
は
議
会
の
議
決
を

経
な
い
で
行
う
住
民
投
票
制
度

へ
の
意
欲
が
あ
る
の
か
。

答
弁　

市
の
市
民
参
加
条
例
に

住
民
投
票
の
規
定
が
あ
る
。

質
問　

そ
れ
は
議
会
の
議
決
が

条
件
に
な
る
。
住
民
の
50
分
の

１
で
行
う
直
接
請
求
と
同
じ
だ
。

市
民
の
署
名
が
10
分
の
１
、
15

分
の
１
と
多
く
集
ま
っ
た
場
合

に
は
必
ず
実
施
す
る
規
定
を
設

け
て
お
く
べ
き
だ
。

答
弁　

現
行
の
制
度
を
う
ま
く

運
用
し
て
い
く
の
が
一
番
。
将

来
的
に
は
ル
ー
ル
を
つ
く
る
か

ど
う
か
決
め
れ
ば
い
い
。

意
見　

回
答
で
は
、
平
成
25
年

２
月
の
市
長
選
挙
に
盛
り
込
む

こ
と
を
望
む
の
は
難
し
そ
う
だ
。

市
長
の
退
職
金
は
廃
止
せ
よ
！

住
民
投
票
制
度
は
市
民
主
権
の
要
だ

森　

て
る
お
（
無
所
属
）

児
童
虐
待
へ
の
対
応
強
化
を
！

質
問　

虐
待
防
止
の
た
め
、
通

告
環
境
の
整
備
、
親
が
虐
待
し

な
い
よ
う
に
な
る
た
め
の
支
援
、

産
後
う
つ
へ
の
対
応
、
教
育
現

場
で
の
発
見
な
ど
自
治
体
の
責

務
は
大
き
い
。取
り
組
み
状
況
は
。

答
弁　

虐
待
防
止
に
は
地
域
か

ら
の
情
報
が
非
常
に
重
要
で
あ

り
、
市
報
で
呼
び
か
け
て
い
る
。

ま
た
、
相
談
員
が
家
庭
訪
問
等

を
通
じ
て
親
の
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
産
後
う
つ
対
策
で
は
新

生
児
訪
問
時
に
エ*
ジ
ン
バ
ラ
評

価
方
式
を
採
用
し
、
兆
候
が
あ

れ
ば
個
別
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

学
校
で
は
必
要
に
応
じ
て
ケ
ー

ス
会
議
を
設
置
し
日
ご
ろ
の
見

守
り
を
行
っ
て
い
る
。

意
見　

虐
待
防
止
に
は
子
ど
も

の
権
利
を
守
る
理
念
が
社
会
に

浸
透
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
子

ど
も
の
権
利
条
例
策
定
は
自
治

体
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

東
伏
見
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
議
案
を
な
ぜ
提
案
し
な
い

質
問　

平
成
24
年
６
月
定
例
会

で
否
決
と
な
っ
た
後
、
執
行
部

は
動
き
を
見
せ
な
い
。
ど
う
評

価
し
、
対
処
方
法
を
考
え
て
い

る
の
か
。

答
弁　

市
直
営
で
、
円
滑
な
施

設
運
営
に
努
め
て
い
る
。
施
設

の
設
置
目
的
を
踏
ま
え
、
市
民

の
力
を
活
用
す
る
運
営
方
法
を

検
討
し
て
い
る
。

質
問　

な
ぜ
議
案
が
提
案
さ
れ

な
い
の
か
と
聞
い
て
い
る
。

答
弁　

他
の
運
営
協
議
会
の
運

営
事
例
も
検
証
し
て
い
る
た
め
。

深
刻
化
す
る
児
童
虐
待
！
子
ど
も
の
命

を
守
る
最
前
線
の
役
割
を
果
た
せ
！

納
田　

さ
お
り
（
無
所
属
）

質
問　

市
の
「
い
じ
め
」
の
認

識
と
小
中
学
校
で
の
調
査
が
ど

う
生
か
さ
れ
て
い
く
の
か
伺
う
。

答
弁　

い
じ
め
は
、
ど
の
子
に

も
、
ど
の
学
校
で
も
起
こ
り
得

る
。
今
回
の
調
査
結
果
に
基
づ

き
個
々
に
聞
き
取
り
を
行
い
、

い
じ
め
の
実
態
を
詳
細
に
把
握

し
て
い
る
。
解
決
の
状
況
を
把

握
す
る
た
め
聞
き
取
り
を
行
い
、

専
門
家
に
相
談
を
し
て
い
く
。

質
問　

消
費
者
庁
か
ら
貸
与
さ

れ
た
放
射
性
物
質
検
査
機
器
の

運
用
の
趣
旨
は
。
市
民
と
の
協

議
の
場
の
設
定
、
産
地
情
報
も

含
め
た
情
報
公
開
を
求
め
る
。

答
弁　

放
射
線
の
影
響
は
乳
幼

児
や
子
ど
も
が
受
け
や
す
い
た

め
、
給
食
食
材
の
安
全
性
の
確

認
が
目
的
。
検
査
は
簡
易
検
査

の
た
め
、 

検
出
下
限
値
は
10 

bq

未
満
。
産
地
公
表
も
慎
重
に
対

応
し
た
く
、
当
面
は
行
わ
ず
今

後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

質
問　

虐
待
に
移
行
す
る
リ
ス

ク
を
負
う
孤
立
し
た
高
ス
ト
レ

ス
家
庭
に
、
訪
問
型
支
援
ホ*
ー

ム
ス
タ
ー
ト
を
実
施
し
な
い
か
。

答
弁　

家
庭
内
の
潜
在
的
な
問

題
点
を
発
見
し
、
未
然
に
防
ぐ

効
果
が
あ
る
新
し
い
形
の
子
育

て
支
援
策
と
認
識
。
先
進
自
治

体
の
事
例
を
調
査
研
究
し
た
い
。

そ
の
他
質
問
等

◇
湧
水
と
地
下
水
の
保
全
、
雨

水
の
活
用
に
つ
い
て

◇
被
災
地
か
ら
の
瓦
れ
き
の
受

け
入
れ
に
つ
い
て

◇
子
ど
も
の
発
達
段
階
に
沿
っ

た
性
教
育
に
つ
い
て

教
育
・
放
射
能
対
策
・
子
育
て
支
援

す
べ
て
子
ど
も
に
最
善
の
利
益
を
！

大
友　

か
く
子
（
ネ
ッ
ト
）

質
問　

医
療
と
介
護
の
連
携
が

叫
ば
れ
て
久
し
い
が
、
調
布
市

・
国
立
市
・
練
馬
区
等
で
「
在

宅
医
療
相
談
窓
口
」
が
設
置
さ

れ
て
い
る
。
当
市
で
の
取
り
組

み
は
。

答
弁　

昨
年
度
発
足
し
た
西
東

京
市
介
護
保
険
課
題
調
整
委
員

会
で
、
在
宅
療
養
の
推
進
に
向

け
た
検
討
を
し
て
い
る
。

質
問　

徘
徊
模
擬
訓
練
に
つ
い

て
。
認
知
症
高
齢
者
の
徘
徊
を

地
域
で
受
け
と
め
る
覚
悟
が
こ

れ
か
ら
の
社
会
に
は
必
要
で
あ

り
、
平
成
22
年
か
ら
行
わ
れ
て

い
る
徘
徊
模
擬
訓
練
の
平
成
24

年
度
の
予
定
を
伺
う
。

答
弁　

平
成
24
年
12
月
中
に
予

定
を
し
て
お
り
、
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
の
方
が
参
加
す
る
予
定

で
あ
る
。
市
報
掲
載
及
び
ポ
ス

タ
ー
の
掲
示
、
関
係
事
業
所
か

ら
の
呼
び
か
け
な
ど
を
予
定
し

て
い
る
。

質
問　

障
害
者
就
労
支
援
セ
ン

タ
ー
「
一
歩
」
に
、
地
域
開
拓

推
進
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配

置
が
必
要
と
思
う
が
見
解
は
。

答
弁　

一
般
就
労
者
の
増
加
に

よ
り
、
職
場
定
着
支
援
に
人
手

が
割
か
れ
、
新
た
な
職
場
開
拓

・
企
業
開
拓
を
行
う
の
が
困
難

に
な
っ
て
い
る
。
法
改
正
の
動

き
を
注
視
し
な
が
ら
今
後
の
検

討
課
題
と
す
る
。

そ
の
他
質
問
等

◇
小*
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

に
つ
い
て

◇
中
学
校
給
食
に
つ
い
て

◇
予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て

い
つ
ま
で
も
地
域
で
暮
ら
す
た
め
に

在
宅
医
療
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
を
！

石
田　

ひ
ろ
こ
（
ネ
ッ
ト
）

柳
沢
駅
北
口
街
路
事
業
計
画
に

つ
い
て

質
問　

市
内
５
駅
の
う
ち
唯
一

残
さ
れ
た
街
路
事
業
計
画
で
あ

り
、
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
だ
。

答
弁　

現
在
進
め
て
い
る
街
路

事
業
等
の
進
捗
が
一
定
程
度
図

ら
れ
た
段
階
で
、
地
域
の
意
向

を
踏
ま
え
検
討
を
進
め
た
い
。

市
民
交
流
施
設
に
つ
い
て

質
問　

東
伏
見
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
は
市
の
直
営
に
よ
り

運
営
し
て
い
る
。
今
後
の
施
設

運
営
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
は
。

答
弁　

地
域
の
皆
様
の
力
を
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
に
運

営
方
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

障
害
者
施
策
に
つ
い
て

質
問　

平
成
25
年
４
月
か
ら
障

害
者
総
合
支
援
法
に
難
病
が
加

わ
る
。
難
病
に
罹
患
し
て
い
る

方
は
日
常
生
活
に
お
い
て
誤
解

や
偏
見
を
受
け
や
す
い
状
況
だ
。

市
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　

難
病
手
帳
の
発
行
も
検

討
す
る
と
聞
い
て
い
る
。
支
援

は
拡
充
し
て
い
く
も
の
と
認
識
。

保
谷
町
市
民
集
会
所
に
つ
い
て

質
問　

築
25
年
以
上
を
経
た
老

朽
化
し
た
施
設
だ
。
施
設
環
境

を
整
備
せ
よ
。

答
弁　

検
討
を
進
め
る
。

放
課
後
子
ど
も
教
室
に
つ
い
て

質
問　

本
市
に
お
け
る
現
状
は
。

答
弁　

社
会
教
育
委
員
の
会
議

の
提
言
を
受
け
、
試
行
実
施
を

検
討
し
て
い
る
。

そ
の
他
質
問
等

◇
都
立
東
伏
見
公
園
に
つ
い
て

◇
商
業
振
興
に
つ
い
て

市
民
交
流
施
設
は
貴
重
な
集
会
施
設
だ

一
刻
も
早
く
環
境
を
整
備
せ
よ
！

酒
井　

豪
一
郎
（
自
民
）

一般質問の要旨

自由民主党西東京市議団
西東京市議会公明党
日本共産党西東京市議団
みんなの党西東京
生活者ネットワーク
民主党西東京
無所属

凡　例

　

第
３
回
定
例
会
で
、
26
人
の
議
員
が
行
っ
た
一
般
質
問
の

主
な
内
容
で
す
。
各
議
員
が
執
筆
し
、
そ
の
責
任
の
も
と
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
11
月
中
旬
に
発
行
予
定
の
会
議
録
を
ご
覧
く
だ

さ
い
（
市
内
各
図
書
館
・
両
庁
舎
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、

議
会
事
務
局
に
あ
り
ま
す
。）。

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
11
月
下
旬
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

（自民）
（公明）
（共産）

（みんな）
（ネット）
（民主）

（無所属）

及
び
適
正
配
置
に
つ
い
て
。
そ

の
進
捗
、
決
定
時
期
、
周
辺
校

の
課
題
、
用
地
購
入
計
画
決
定

予
定
の
ひ
ば
り
中
、
中
原
小
の

建
て
替
え
に
つ
い
て
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
明
確
に
し
、
財
源
確
保

し
な
け
れ
ば
前
に
は
進
ま
な
い
。

小
規
模
校
に
つ
い
て
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
伝
統
や
歴
史
が
あ
る
小

学
校
で
様
々
な
思
い
が
あ
る
。

い
ろ
ん
な
方
々
の
意
見
を
聞
い

て
丁
寧
に
対
応
し
て
ほ
し
い
。

国体リハーサル大会バスケットボール競技（総合体育館）



第 53 号（3）

一般質問（2）

西東京市

次
期
総
合
計
画
の
策
定
に
つ
い

て質
問　

総
合
計
画
策
定
審
議
会

会
長
は
、
６
月
の
講
演
の
中
で
、

「
縮
小
成
熟
基
調
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
提
案
さ
れ
た
が
、
実
際

は
西
東
京
の
人
口
は
今
後
数
年

間
減
少
し
な
い
。
ま
た
、
ハ
ー

ド
の
ま
ち
づ
く
り
は
必
要
な
い

と
い
っ
た
印
象
も
与
え
た
。
し

か
し
、
西
武
線
の
立
体
化
、
ス*

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
化
と
い
う
ニ
ー

ズ
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
、
ま
だ
ま

だ
ハ
ー
ド
面
で
の
整
備
が
必
要

と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

答
弁　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中

で
も
、
都
市
基
盤
の
整
備
や
都

市
の
安
全
性
の
確
保
は
欠
か
せ

な
い
。

自
殺
予
防
の
取
り
組
み
に
つ
い

て質
問　

自
殺
は
う
つ
病
な
ど
が

背
景
に
あ
る
こ
と
が
多
く
、
予

防
と
い
っ
て
も
一
般
人
に
で
き

る
こ
と
が
限
ら
れ
て
い
る
が
、

広
く
一
般
市
民
が
自
殺
企
図
者

の
心
理
を
理
解
す
る
こ
と
は
意

義
が
あ
る
。
一
般
人
向
け
の
研

修
は
行
わ
な
い
の
か
。

答
弁　

現
段
階
で
は
職
員
を
中

心
に
研
修
を
行
っ
て
い
る
が
、

12
月
に
市
民
講
演
会
も
予
定
し

て
い
る
。

そ
の
他
質
問
等

◇
教
員
体
験
協
定
に
つ
い
て

◇
東
伏
見
公
園
に
つ
い
て

◇
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
対
策

に
つ
い
て

◇
が
ん
教
育
に
つ
い
て

市
長
は
次
の
選
挙
に
出
る
の
か

質
問　

市
長
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

で
多
選
自
粛
を
宣
言
し
、
３
期

12
年
と
言
っ
て
い
た
。
も
う
１

期
出
る
こ
と
は
可
能
だ
が
、
次

の
選
挙
に
出
る
の
か
。

答
弁　

い
つ
何
ど
き
地
震
が
起

こ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
と
言

わ
れ
て
い
る
昨
今
で
も
あ
り
、

残
さ
れ
た
任
期
、
職
責
を
全
う

し
て
い
く
。

質
問　

市
長
は
財
源
確
保
の
た

め
事
業
を
見
直
す
と
前
の
選
挙

で
公
約
し
て
い
た
。
ど
の
よ
う

に
見
直
し
た
の
か
。

答
弁　

選
挙
の
際
に
示
し
た
公

約
は
、
100
％
の
達
成
を
見
た
わ

け
で
は
な
い
が
、
ベ
ス
ト
を
尽

く
し
て
き
た
。

商
店
街
を
ど
う
す
る
の
か

質
問　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を

な
く
す
と
、
西
東
京
市
は
目
玉

が
何
も
な
い
。
建
設
環
境
委
員

会
の
視
察
で
訪
問
し
た
小
樽
市

で
は
、
職
員
が
苦
労
し
な
が
ら

商
工
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

商
店
街
と
と
も
に
一
体
感
を
持

っ
て
商
業
振
興
を
進
め
る
意
識

市
長
の
選
挙
公
約
は
２
期
８
年
間
の

任
期
で
達
成
さ
れ
て
い
な
い
！

浅
野　

髙
司
（
自
民
）

市
長
の
進
退
を
問
う
!!

質
問　

平
成
25
年
２
月
３
日
と

市
長
選
挙
の
日
程
は
決
ま
っ
た

が
、
坂
口
市
長
は
出
馬
す
る
意

向
が
あ
る
の
か
。

答
弁　

こ
の
時
期
に
言
う
べ
き

こ
と
で
は
な
い
。

意
見　

進
退
の
表
明
は
個
人
の

権
利
な
の
で
自
由
だ
が
、
や
め

る
と
し
た
ら
、
来
年
度
の
予
算

編
成
に
責
任
が
持
て
る
の
か
疑

問
で
あ
り
、
無
責
任
だ
。
進
退

を
は
っ
き
り
し
て
、
予
算
編
成

に
臨
む
べ
き
だ
。

２
学
期
制
の
今
後
に
つ
い
て
、

教
育
長
不
在
時
に
結
論
を
出
す

べ
き
で
は
な
い
!!

質
問　

市
内
公
立
学
校
で
試
行

的
な
２
学
期
制
と
３
学
期
制
の

ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
状
態

で
あ
る
。
い
つ
試
行
的
な
試
み

の
結
論
を
出
す
の
か
。

答
弁　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
校

長
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
意
見
を
聞

い
て
方
向
性
を
ま
と
め
て
い
く
。

悪
質
な
い
じ
め
は
許
さ
な
い
!!

子
ど
も
を
守
る
の
が
大
人
の
仕

事
で
あ
る
!!

質
問　

い
じ
め
問
題
へ
の
具
体

的
な
対
応
は
。

答
弁　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し

て
、
問
題
の
あ
る
場
合
に
は
学

校
内
で
対
策
チ
ー
ム
を
組
織
し

て
、
迅
速
な
対
応
を
す
る
よ
う

に
指
導
し
た
。

意
見　

い
じ
め
は
人
生
を
変
え

て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
。
子

ど
も
を
守
る
の
が
大
人
の
仕
事

な
の
で
、
し
っ
か
り
と
し
た
責

任
の
あ
る
対
応
を
し
て
ほ
し
い
。

無
責
任
な
市
政
運
営
は
う
ん
ざ
り
だ
！

市
長
は
進
退
を
は
っ
き
り
示
せ
!!

浜
中　

の
り
か
た
（
自
民
）

次
期
総
合
計
画
策
定
に
当
た
っ
て
は

西
東
京
の
将
来
像
を
的
確
に
示
せ

保
谷　

な
お
み
（
自
民
）

質
問　

都
市
計
画
道
路
３
・
４

・
21
号
線
の
進
捗
状
況
と
代
替

地
活
用
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
弁　

平
成
24
年
８
月
末
の
契

約
済
み
面
積
で
64
・
39
％
の
進

捗
率
で
あ
る
。
代
替
地
は
平
成

24
年
７
月
末
に
都
市
計
画
法
に

基
づ
く
開
発
行
為
の
許
可
を
受

け
、
同
年
12
月
末
に
整
備
工
事

の
完
了
を
予
定
し
、
速
や
か
に

あ
っ
せ
ん
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

質
問　

ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
北
口
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
し
て
、

ま
た
高
齢
者
の
避
難
所
と
し
て

市
民
交
流
施
設
を
ひ
ば
り
ヶ
丘

駅
北
口
に
整
備
す
べ
き
で
あ
る
。

答
弁　

街
路
事
業
や
地
区
計
画

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
進
捗
状

況
を
勘
案
し
、
関
係
部
署
と
の

連
携
体
制
、
情
報
交
換
を
図
り
、

具
体
的
な
対
応
策
を
検
討
す
る
。

質
問　

大
阪
維
新
の
会
が
消
費

税
の
地
方
税
化
を
掲
げ
て
い
る

が
、
地
方
が
単
独
で
課
税
す
る

こ
と
は
可
能
か
。

答
弁　

地
方
単
独
で
の
課
税
に

つ
い
て
は
、
課
題
・
問
題
が
あ

り
、
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

調
布
保
谷
線
の
工
事
車

両
の
増
加
に
よ
り
、
危
険
性
の

増
し
た
保
谷
第
一
小
学
校
の
通

学
路
の
安
全
対
策
は
。
ま
た
、

東
門
の
あ
た
り
に
横
断
歩
道
を

設
置
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
よ

り
安
全
に
配
慮
す
べ
き
だ
。

答
弁　

児
童
の
登
校
時
間
帯
に
、

保
安
誘
導
員
を
配
置
す
る
。
東

門
に
は
横
断
歩
道
が
設
置
さ
れ

る
予
定
だ
が
、
信
号
機
は
都
と

警
視
庁
が
協
議
を
行
う
と
聞
く
。

ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
北
口
の
ま
ち
づ
く
り
と

消
費
税
の
地
方
税
化
に
つ
い
て田中　

の
り
あ
き
（
自
民
）

市
長
２
期
８
年
に
つ
い
て

質
問　

８
年
間
市
長
は
市
を
ど

の
よ
う
に
導
き
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
て
き
た
の
か
。

市
長　

総
合
計
画
を
着
実
に
進

め
て
き
た
。

質
問　

市
長
の
顔
が
見
え
な
い

印
象
が
あ
る
。
そ
の
要
因
は
。

市
長　

職
責
を
全
う
す
る
。

質
問　

予
算
編
成
方
針
は
示
す

の
か
。

市
長　

本
予
算
か
骨*
格
予
算
か

暫
定
予
算
か
、
私
の
責
任
に
お

い
て
出
す
。

質
問　

暫
定
予
算
の
可
能
性
は
。

市
長　

判
断
し
決
断
す
る
。

ア
ス
タ
市
営
駐
車
場
に
つ
い
て

質
問　

売
却
に
つ
い
て
日
程
は
。

市
長　

平
成
24
年
８
月
中
旬
に

株
式
会
社
ア
ス
タ
に
提
示
し
た
。

合
意
後
手
続
を
進
め
る
。

公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備

質
問　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
で

は
、
学
校
施
設
を
新
た
な
ス
ポ

ー
ツ
施
設
の
場
と
し
て
充
実
さ

せ
る
と
あ
る
が
、
田
無
三
中
以

外
夜
間
照
明
が
な
い
。
旧
保
谷

地
域
で
の
検
討
は
。

部
長　

今
後
教
育
委
員
会
と
協

議
し
検
討
す
る
。

ひ
が
し
ふ
し
み
保
育
園

質
問　

平
成
25
年
４
月
か
ら
民

間
委
託
の
予
定
だ
。
現
状
は
。

部
長　

量
的
・
質
的
に
丁
寧
な

引
き
継
ぎ
保
育
が
必
要
で
あ
り
、

受
託
事
業
者
と
調
整
し
て
い
る
。

意
見　

１
月
か
ら
本
格
的
に
引

き
継
ぎ
に
入
る
。
保
護
者
の
意

見
も
十
二
分
に
聞
き
、
協
議
を

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

顔
の
見
え
な
い
市
長
の
市
政
運
営
!!

暫
定
予
算
の
可
能
性
あ
り
か
!?

稲
垣　

裕
二
（
自
民
）

質
問　

田
無
駅
南
口
広
場
実
現

の
た
め
、
イ
メ
ー
ジ
画
を
掲
示

し
市
民
の
機
運
を
盛
り
上
げ
よ
。

答
弁　

平
成
25
年
度
以
降
に
事

業
認
可
取
得
手
続
を
し
、
早
期

事
業
化
を
目
指
す
。
ま
た
イ
メ

ー
ジ
画
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
。

質
問　

今
夏
の
暑
さ
は
厳
し
か

っ
た
。
本
市
の
対
応
は
。

答
弁　

今
年
は
７
月
上
旬
か
ら

熱
中
症
対
策
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

質
問　

８
月
末
か
ら
石
神
井
川

上
流
に
水
が
流
れ
て
い
る
。
か

ね
て
か
ら
提
案
し
て
い
る
多
摩

川
を
導
水
し
た
の
か
。

答
弁　

常
に
流
れ
て
い
る
と
の

確
た
る
情
報
は
得
て
い
な
い
。

質
問　

昨
年
健
康
都
市
宣
言
を

し
た
が
イ
メ
ー
ジ
が
わ
か
な
い
。

例
え
ば
「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は

ん
」
の
よ
う
に
標
語
化
し
て
本

市
の
取
り
組
み
を
示
せ
。

答
弁　

本
市
の
目
指
す
健
康
長

寿
社
会
を
表
現
で
き
る
と
よ
い
。

質
問　

首
都
直
下
型
地
震
へ
の

対
応
。
市
民
に
求
め
る
も
の
は
。

答
弁　

ま
ず
我
が
身
、
我
が
家

族
の
安
全
を
確
保
し
、
次
に
隣

近
所
に
目
を
向
け
て
ほ
し
い
。

質
問　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

の
安
否
確
認
シ
ス
テ
ム
を
示
せ
。

答
弁　

高
齢
者
の
見
守
り
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
取
り
組
む
。

質
問　

い
じ
め
問
題
へ
の
対
策

は
ど
う
す
る
の
か
。

答
弁　

い
じ
め
ら
れ
て
い
る
側

の
立
場
に
立
っ
て
対
応
す
る
こ

と
を
基
本
に
、
規
範
意
識
を
高

め
、
い
じ
め
を
生
ま
な
い
学
校

風
土
を
作
る
。

「
健
康
都
市
宣
言
」
都
市　

西
東
京
市

健
康
長
寿
は
、
だ
れ
も
の
願
い遠

藤　

源
太
郎
（
自
民
）

が
必
要
だ
。

答
弁　

産
業
振
興
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
を
基
本
と
し
、
商
業
振
興

に
努
め
て
い
る
。

投
票
率
の
向
上
策
は

質
問　

投
票
率
の
向
上
の
た
め
、

市
内
５
駅
の
公
共
施
設
を
期
日

前
投
票
所
に
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

施
設
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ

ー
や
日
常
利
用
の
問
題
が
あ
る
。

近
隣
市
の
動
向
も
注
視
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

アスタ市営駐車場出口

石神井川（南町三丁目付近）

２学期制を導入している田無第四中学校

期日前投票所（田無庁舎）



一般質問（3）

第 53 号（4）平 成 24 年 11 月 15 日　発行

西東京市

質
問　

児
童
虐
待
防
止
に
当
た

り
、
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協

議
会
の
役
割
は
非
常
に
大
き
い
。

認
証
保
育
園
と
も
連
携
す
べ
き

と
考
え
る
。

答
弁　

認
証
保
育
園
は
現
在
協

議
会
に
は
加
入
し
て
い
な
い
が
、

平
成
24
年
度
は
相
談
員
が
訪
問

し
、
虐
待
の
通
告
等
の
啓
発
、

説
明
を
行
っ
て
い
く
。

質
問　

受
診
し
や
す
い
が
ん
検

診
の
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
。

答
弁　

申
し
込
み
期
間
の
延
長

等
、
医
療
機
関
と
調
整
し
て
い

る
。

意
見　

申
し
込
み
か
ら
受
診
ま

で
の
期
間
の
短
縮
を
要
望
す
る
。

質
問　

災
害
時
相
互
応
援
協
定

を
同
時
被
災
の
可
能
性
が
な
い

自
治
体
ま
で
拡
大
す
べ
き
と
考

え
る
が
見
解
は
。

答
弁　

対
応
力
強
化
を
目
的
に

締
結
先
の
拡
大
を
図
る
。

質
問　

災
害
時
要
援
護
者
支
援

の
進
捗
は
。

答
弁　

平
成
24
年
４
月
か
ら
災

害
時
要
援
護
者
登
録
管
理
シ
ス

テ
ム
が
稼
働
し
始
め
た
。
５
月

末
か
ら
は
モ
デ
ル
地
区
を
設
け

個
別
支
援
プ
ラ
ン
の
作
成
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

質
問　

災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
人

材
の
養
成
は
。

答
弁　

平
成
23
年
度
に
市
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
さ
れ

た
方
々
と
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
立
ち
上
げ
の
た
め

の
懇
談
会
を
今
年
の
夏
に
開
催

し
た
。
経
験
を
生
か
し
て
い
た

だ
け
る
体
制
整
備
に
努
め
る
。

命
に
つ
い
て
考
え
よ
う
大
切
な
も
の

を
な
く
す
前
に
で
き
る
備
え
を石

塚　

真
知
子
（
民
主
）

質
問　

公
共
施
設
の
適
正
配

置
・
有
効
活
用
に
つ
い
て
、
経

営
の
視
点
か
ら
も
現
在
あ
る
ス

ト
ッ
ク
を
い
か
に
活
用
し
て
い

く
か
が
重
要
と
考
え
る
が
、
市

長
の
考
え
は
。

答
弁　

公
共
施
設
の
適
正
配

置
・
有
効
活
用
に
つ
い
て
、
第

３
次
行
財
政
改
革
大
綱
の
取
り

組
み
と
し
て
一
定
程
度
の
市
有

財
産
の
売
却
を
行
う
。
多
様
化

す
る
行
政
需
要
に
対
し
て
は
、

民
間
活
力
を
こ
れ
ま
で
以
上
に

活
用
す
る
こ
と
で
、
よ
り
効
率

的
に
対
応
し
て
い
く
。

質
問　

田
無
駅
南
口
は
田
無
庁

舎
、
田
無
公
民
館
及
び
中
央
図

書
館
な
ど
公
共
施
設
へ
の
玄
関

口
と
し
て
多
く
の
市
民
が
利
用

す
る
が
、
田
無
駅
南
口
駅
前
広

場
整
備
に
お
け
る
今
後
の
取
り

組
み
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

答
弁　

平
成
24
年
度
に
つ
い
て

は
昨
年
度
の
調
査
結
果
に
基
づ

き
費
用
対
効
果
な
ど
の
検
証
を

進
め
な
が
ら
、
今
後
の
駅
前
広

場
整
備
の
事
業
化
に
向
け
た
課

題
の
整
理
を
行
っ
て
お
り
、
関

係
機
関
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

平
成
25
年
度
以
降
に
事
業
認
可

取
得
手
続
、
基
本
設
計
、
実
施

設
計
等
を
進
め
早
期
事
業
化
を

目
指
す
。

質
問　

大
幅
な
節
電
に
つ
な
が

り
長
寿
命
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
市

が
率
先
し
て
使
用
し
て
は
。

答
弁　

議
場
や
保
谷
駅
の
ト
イ

レ
な
ど
で
既
に
導
入
し
て
い
る
。

適
切
な
時
期
に
選
定
し
て
使
用

を
考
え
て
い
る
。

田
無
駅
南
口
の
街
づ
く
り
を
進
め
よ
！

公
共
施
設
の
適
正
配
置
・
有
効
利
用

坂
井　

か
ず
ひ
こ
（
民
主
）

質
問　

放
置
自
転
車
対
策
を
急

ぐ
必
要
が
あ
る
が
、
路
面
標
示

ス
テ
ッ
カ
ー
を
導
入
し
て
、
成

果
を
上
げ
た
市
が
あ
る
と
聞
く
。

市
で
導
入
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
弁　

今
後
、
先
進
市
の
調
査

・
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

北
原
町
１
丁
目
の
小
道

は
、
つ
ま
ず
く
こ
と
が
多
く
、

ま
た
、
水
も
た
ま
り
や
す
く
整

備
が
必
要
で
あ
る
。
安
全
対
策

を
講
じ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁　

老
朽
化
に
伴
い
、
ふ
た

の
が
た
つ
き
や
表
面
舗
装
が
荒

れ
る
等
の
問
題
が
あ
り
、
指
摘

の
箇
所
も
、
現
況
を
確
認
し
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
「
や
す
ら
ぎ
の
こ
み
ち
」

等
は
、
市
民
の
生
活
道
路
に
も

な
っ
て
お
り
、
良
い
施
策
だ
と

思
う
が
、
景
観
が
若
干
殺
風
景

に
も
感
じ
る
。
向
台
町
の
「
緑

と
歴
史
の
散
歩
道
」
の
よ
う
に

壁
面
を
活
用
し
た
取
り
組
み
は
、

検
討
で
き
な
い
か
。

答
弁　

道
の
幅
が
狭
く
、
両
脇

に
民
家
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
地

域
の
意
見
を
尊
重
し
な
が
ら
研

究
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

高
齢
者
ク
ラ
ブ
は
、「
生

き
が
い
」
と
「
や
り
が
い
」
を

実
現
す
る
た
め
に
重
要
と
思
う

が
、
加
入
者
を
増
や
す
努
力
と

と
も
に
、
設
立
要
件
を
緩
和
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
弁　

厚
労
省
は
、
平
成
21
年

に
会
員
数
の
基
準
を
引
き
下
げ

た
経
過
が
あ
る
。
今
後
も
社
会

の
変
化
に
合
わ
せ
て
対
策
を
立

て
て
い
く
。

在
宅
医
療
を
支
え
る
体
制
を
地

域
に
構
築
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁　

在
宅
で
安
心
し
て
最
期

ま
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
、

24
時
間
安
心
で
き
る
在
宅
療
養

サ
ポ
ー
ト
体
制
が
極
め
て
重
要

で
あ
る
。
課
題
調
整
委
員
会
を

平
成
23
年
度
に
発
足
し
、
検
討

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

意
見　

孤
立
死
を
い
か
に
防
ぐ

か
も
課
題
だ
。
住
民
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
粘
り
強
く
続

け
て
ほ
し
い
。

認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
な
れ

れ
た
地
域
で
暮
ら
す
た
め
に

質
問　

厚
労
省
は
本
人
の
意
思

に
か
か
わ
り
な
く
安
易
に
精
神

病
院
や
特
養
を
選
択
さ
せ
る
と

い
う
こ
れ
ま
で
の
考
え
方
を
改

め
、
認
知
症
に
な
っ
て

も
で
き
る
限
り
住
み
な

れ
た
地
域
の
「
よ
い
環

境
」
で
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
社
会
を
目
標
に
掲

げ
た
。
市
は
ど
の
よ
う

に
よ
い
環
境
を
整
え
て

い
く
の
か
。

答
弁　

在
宅
介
護
を
支

え
る
た
め
、
当
市
は
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
整
備

に
加
え
て
小
規
模
多
機

能
型
の
施
設
整
備
を
進

め
て
い
る
。
家
族
状
況

や
介
護
力
に
合
わ
せ
て
、

家
族
と
の
交
流
を
保
ち

な
が
ら
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ

う
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

北
原
町
１
丁
目
の
小
道
を
整
備
せ
よ
！

高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
充
実
を
図
れ
！

森
田　

い
さ
お
（
み
ん
な
）

質
問　
「
一
番
大
事
な
の
は
、

周
囲
の
子
た
ち
が
、
見
て
見
ぬ

ふ
り
を
し
な
い
こ
と
。
勇
気
を

持
っ
て
、
先
生
、
大
人
た
ち
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。」。
大
津

い
じ
め
自
殺
を
受
け
て
野
田
首

相
が
発
し
た
「
緊
急
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
本
質

を
全
く
理
解
し
て
い
な
い
。
大

津
事
件
で
は
、
周
囲
の
子
ど
も

た
ち
は
勇
気
を
持
っ
て
教
師
に

相
談
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
苛

烈
な
い
じ
め
の
実
態
を
訴
え
た
。

そ
れ
を
無
視
し
、
隠
ぺ
い
し
、

す
べ
て
を
も
み
消
そ
う
と
し
た

の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
「
先
生
、

大
人
た
ち
」
で
あ
る
。
い
じ
め

は
「
子
ど
も
同
士
の
問
題
」
で

は
な
い
。
保
身
に
走
る
教
師
、

そ
れ
を
か
ば
う
教
育
委
員
会
、

問
題
か
ら
逃
げ
る
政
治
家
、
構

造
的
な
腐
敗
こ
そ
摘
み
取
ら
ね

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
ま
ま
で
は

次
な
る
悲
劇
は
必
ず
起
き
る
。

答
弁　

ど
の
よ
う
な
理
由
が
あ

ろ
う
と
も
、
嫌
な
思
い
を
し
て

い
た
り
、
苦
し
ん
で
い
た
り
す

る
子
ど
も
を
組
織
を
挙
げ
て
救

う
。

そ
の
他
質
問
等

◇
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
た
。
選
手
を
最
高
レ

ベ
ル
ま
で
育
て
る
に
は
、
小
さ

い
こ
ろ
か
ら
底
辺
で
、
ひ
た
む

き
に
指
導
者
が
献
身
的
に
育
て

て
い
る
か
ら
だ
。
マ
ル
チ
サ
ポ

ー
ト
シ
ス
テ
ム
と
同
様
な
サ
ポ

ー
ト
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
れ

◇
Ｄ
Ｖ
や
ス
ト
ー
カ
ー
被
害
を

未
然
に
防
ぐ
手
だ
て
を
講
じ
ろ

安
全
な
ま
ち
づ
く
り

質
問　

首
都
直
下
地
震
に
備
え
、

石
神
井
川
に
か
か
る
橋
梁
の
総

点
検
、
ま
た
狭
い
道
路
の
解
消

に
向
け
た
新
た
な
取
り
組
み
を

す
べ
き
。
見
解
を
問
う
。

答
弁　

橋
梁
は
平
成
24
年
度
に

点
検
を
実
施
し
、
平
成
25
年
度

以
降
に
修
繕
計
画
を
策
定
す
る
。

狭
い
道
路
解
消
の
た
め
、
今
後

さ
ら
に
調
査
研
究
し
て
い
く
。

学
校
現
場
の
支
援
体
制

質
問　

い
じ
め
な
ど
学
校
が
抱

え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
、

現
場
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
を

整
備
す
る
べ
き
。
教
育
委
員
会

の
見
解
を
問
う
。

答
弁　

指
導
主
事
や
専
門
の
相

談
員
な
ど
が
連
携
し
て
、
課
題

解
決
に
当
た
っ
て
い
る
。
困
難

な
問
題
を
解
決
で
き
る
体
制
を

と
っ
て
い
き
た
い
。

就
労
支
援
体
制

質
問　

働
け
る
年
齢
層
が
中
心

の
生
活
保
護
世
帯
が
増
え
て
い

る
。
働
け
る
、
働
き
た
い
市
民

へ
の
就
労
支
援
体
制
を
整
え
る

べ
き
。
見
解
を
問
う
。

答
弁　

関
係
部
署
及
び
関
係
機

関
と
の
連
携
を
含
め
、
検
討
し

て
い
き
た
い
。

市
民
の
健
康
づ
く
り

質
問　

健
康
都
市
宣
言
か
ら
１

年
、
取
り
組
み
と
成
果
を
問
う
。

さ
ら
に
、
心
の
健
康
予
防
に
も

力
を
入
れ
る
べ
き
と
提
案
す
る
。

答
弁　

健
康
都
市
推
進
委
員
会

を
設
置
し
た
。
市
民
が
み
ず
か

ら
健
康
づ
く
り
を
で
き
る
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

い
じ
め
自
殺　

次
な
る
悲
劇
は

必
ず
起
き
る

小
峰　

和
美
（
み
ん
な
）

市
民
が
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る

環
境
づ
く
り
を
！

大
林　

光
昭
（
公
明
）

「
最
期
は
家
で
」
を
か
な
え
る

た
め

質
問　

自
宅
で
最
期
ま
で
暮
ら

し
た
い
と
い
う
多
く
の
市
民
の

願
い
を
か
な
え
る
た
め
、
介
護

す
る
家
族
の
負
担
を
減
ら
し
、

最
期
の
み
と
り
ま
で
寄
り
添
う

「
自
宅
で
最
期
ま
で
暮
ら
し
た
い
」
を

か
な
え
る
た
め
支
援
体
制
を
構
築
せ
よ

石
田　

し
こ
う
（
み
ん
な
）

小規模多機能型居宅介護事業所「みどりの樹」（東町２丁目）本会議場 LED 照明



第 53 号（5）

一般質問（4）

西東京市

待
機
児
解
消
対
策

質
問　

平
成
26
年
度
ま
で
東
京

都
が
認
め
た
待
機
児
解
消
の
緊

急
一
時
的
措
置
で
あ
る
「
年
度

途
中
に
限
っ
た
面
積
基
準
の
緩

和
に
よ
る
定
員
の
弾
力
化
」
で
、

190
人
の
待
機
児
を
解
消
せ
よ
。

答
弁　

一
時
的
に
せ
よ
保
護
者

の
理
解
が
得
ら
れ
に
く
い
。

意
見　

待
機
児
を
抱
え
る
保
護

者
の
立
場
に
も
立
ち
、
机
上
の

計
算
で
は
な
く
現
場
を
見
た
上

で
再
度
検
討
を
す
べ
き
。

質
問　

待
機
児
の
保
護
者
は
入

所
で
き
な
い
理
由
や
待
機
順
位

を
知
り
た
い
が
、
問
い
合
わ
せ

が
「
不
服
申
立
て
」
に
当
た
り
、

入
所
が
不
利
に
な
る
と
感
じ
て

い
る
。
決
定
通
知
の
権
威
的
で

非
日
常
的
な
表
記
を
改
善
せ
よ
。

答
弁　

よ
り
丁
寧
な
対
応
を
検

討
し
た
い
。

空
き
地
の
環
境
保
全

質
問　

保
谷
町
５
丁
目
の
市
道

沿
い
に
半
世
紀
に
わ
た
り
鉄
塔

が
放
置
さ
れ
て
い
る
。
大
地
震

に
備
え
、
条
例
を
適
用
し
適
正

管
理
を
急
げ
。

答
弁　

所
有
者
が
行
方
不
明
で

対
応
が
難
し
い
現
状
で
あ
る
。

そ
の
他
質
問
等

◇
保
育
マ
マ
研
修
を
拡
充
せ
よ

◇
住
宅
密
集
地
や
狭
隘
道
路
で

の
初
期
消
火
・
人
命
救
助
に
、

迅
速
に
現
場
に
到
着
で
き
る
消

防
バ
イ
ク
の
配
備
を

◇
元
気
な
高
齢
者
が
継
続
し
て

活
躍
で
き
、
自
身
の
介
護
予
防

に
も
な
る
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ポ
イ
ン
ト
制
度
の
検
討
を

保
谷
町
５
丁
目
の
老
朽
化
し
た
鉄
塔

条
例
適
用
し
放
置
か
ら
適
正
管
理
に
！

藤
田　

美
智
子
（
公
明
）

質
問　

道
路
の
開
設
や
拡
幅
、

公
共
施
設
の
再
編
に
伴
っ
て
、

民
間
バ
ス
や
は
な
バ
ス
の
ル
ー

ト
を
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁　

そ
の
都
度
、
バ
ス
事
業

者
に
対
し
新
規
路
線
・
ル
ー
ト

変
更
を
要
請
す
る
。

芝
久
保
公
民
館
に
は
な
バ
ス
を

質
問　

は
な
バ

ス
第
４
ル
ー
ト

を
田
無
駅
南
北

で
分
割
し
、
市

民
要
望
の
多
い

芝
久
保
公
民
館

を
通
る
北
側
ル

ー
ト
の
新
設
を

改
め
て
要
望
す

る
。

答
弁　

今
後
検

討
す
る
。

劇*
場
法
で
文
化

施
設
の
向
上
を

質
問　

劇
場
法

施
行
に
よ
り
、

市
民
の
文
化
芸
術
発
信
拠
点
と

し
て
の
こ
も
れ
び
ホ
ー
ル
を
い

か
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
か
。

答
弁　

指
定
管
理
者
と
協
力
し
、

地
域
特
性
を
生
か
し
た
文
化
芸

術
振
興
を
図
っ
て
い
く
。

ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ
を
活
用
し
た

防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
を
！

質
問　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
無

料
ア
プ
リ
を
活
用
し
て
、
防
災

マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

防
災
ガ
イ
ド
＆
マ
ッ
プ

の
改
定
に
合
わ
せ
て
検
討
す
る
。

災
害
時
の
給
水
タ
ン
ク
増
設
を

質
問　

現
在
４
台
あ
る
応
急
給

水
タ
ン
ク
の
増
設
を
求
め
る
。

答
弁　

今
後
水
友
会
や
東
京
都

等
と
調
整
・
検
討
す
る
。

そ
の
他
質
問
等

◇
家
具
転
倒
防
止
器
具
無
償
配

布
を
再
開
せ
よ

◇
災
害
発
生
前
に
、
各
学
校
に

避
難
所
運
営
協
議
会
の
設
置
し
、

万
全
の
体
制
を
整
え
よ

民
間
バ
ス
・
は
な
バ
ス
路
線
を
再
編
し

各
公
共
施
設
に
行
き
や
す
い
ル
ー
ト
を

佐
藤　

公
男
（
公
明
）

徹
底
し
た
行
財
政
改
革
で

市
民
負
担
の
軽
減
を
！

小
幡　

勝
己
（
公
明
）

ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
の
ま
ち
づ
く
り

質
問　

駅
北
口
地
区
は
、
都
市

計
画
道
路
事
業
を
完
成
さ
せ
、

利
便
性
の
高
い
地
域
環
境
を
整

備
し
、
商
業
の
活
性
化
と
に
ぎ

わ
い
の
あ
る
地
域
文
化
を
創
出

す
る
こ
と
が
事
業
の
目
的
で
あ

る
。
駅
前
地
区
の
民
間
に
よ
る

共
同
化
を
誘
導
す
る
、
事
業
開

発
の
取
り
組
み
を
問
う
。

市
長　

建
築
物
の
共
同
化
に
関

す
る
補
助
金
制
度
の
検
討
を
進

め
て
い
る
。

意
見　

駅
南
口
の
交
番
が
手
狭

で
、
機
能
が
著
し
く
阻
害
さ
れ

て
い
る
。
市
民
の
安
全
・
安
心

と
駅
周
辺
の
防
犯
の
観
点
か
ら

南
口
駅
前
広
場
内
に
移
設
の
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
よ
う
に
、

関
係
機
関
と
協
議
・
検
討
を
。

質
問　

西
武
池
袋
線
以
北
の
ひ

ば
り
が
丘
北
・
栄
町
地
区
の
集

会
施
設
は
、
老
朽
化
し
た
ひ
ば

り
北
集
会
所
し
か
な
い
。
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
拡
充
と
、

駅
北
口
の
共
同
化
ビ
ル
に
集
会

施
設
の
導
入
を
図
れ
。

市
長　

課
題
に
つ
い
て
、
平
成

25
年
度
に
は
結
論
を
出
し
た
い
。

計
画
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

質
問　

①
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
方
面

と
保
谷
庁
舎
を
結
ぶ
都
市
計
画

道
路
3
・
4
・
11
号
線
の
早
期

建
設
②
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
北
口
と

保
谷
駅
北
口
を
結
ぶ
３
・
4
・

13
号
線
の
延
伸
を
図
れ
。

答
弁　

①
重
要
路
線
で
都
に
整

備
を
要
請
す
る
。
②
利
便
性
の

高
い
道
路
で
あ
り
、
都
と
新
座

市
に
早
期
事
業
化
を
要
請
す
る
。

ひ
ば
り
北
・
栄
町
に
集
会
施
設
の
拡
充

ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
南
口
交
番
の
移
設
を
！

佐
々
木　

順
一
（
公
明
）

質
問　

保
谷
新
道
と
市
道

１
１
２
４
号
線
の
交
差
点
は
、

学
童
の
登
校
時
間
は
交
通
擁
護

員
が
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
下

校
時
間
は
配
置
さ
れ
て
い
な
い
。

答
弁　

京
都
府
の
痛
ま
し
い
事

故
を
受
け
、
文
部
科
学
省
よ
り

通
学
路
の
安
全
点
検
依
頼
が
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
、
学
校
、
保

護
者
、
道
路
管
理
者
及
び
警
察

署
に
よ
る
合
同
点
検
を
平
成
24

年
７
月
上
旬
か
ら
８
月
下
旬
に

か
け
て
行
っ
た
。
平
成
24
年
９

月
中
に
教
育
委
員
会
、
道
路
管

理
者
及
び
警
察
署
の
対
策
調
整

会
議
を
開
催
し
、
具
体
的
な
対

応
策
を
協
議
す
る
。

質
問　

登
下
校
時
間
の
両
方
配

置
し
て
い
る
箇
所
数
と
、
登
校

時
間
だ
け
配
置
し
て
、
下
校
時

間
は
配
置
し
て
い
な
い
箇
所
数

を
問
う
。
ま
た
そ
の
理
由
は
。

答
弁　

市
内
小
学
校
で
58
カ
所

配
置
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
両

方
配
置
し
て
い
る
の
が
49
カ
所
、

午
前
中
の
み
の
配
置
が
９
カ
所

と
な
っ
て
い
る
。
理
由
と
し
て

は
学
校
の
判
断
に
よ
る
。

質
問　

市
民
が
市
に
要
望
し
た

と
き
に
「
予
算
が
な
い
か
ら
」

と
言
わ
れ
た
と
い
う
声
も
あ
る
。

市
は
子
ど
も
の
命
を
守
る
た
め

に
全
力
を
尽
く
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
せ
っ
か
く
調
査
も
行

っ
た
の
だ
か
ら
学
童
の
下
校
時

の
配
置
を
検
討
す
る
べ
き
だ
。

答
弁　

今
回
の
合
同
点
検
の
結

果
も
踏
ま
え
、
交
通
擁
護
員
の

こ
と
に
つ
い
て
も
全
体
の
中
で

検
討
す
る
。

質
問　

本
市
の
地
域
防
災
計
画

見
直
し
の
視
点
に
つ
い
て
伺
う
。

予
防
や
公
助
を
基
本
に
し
た
見

直
し
を
求
め
る
。

答
弁　

最
大
の
被
害
想
定
に
基

づ
き
、
公
助
と
、
自
助
・
共
助

の
啓
発
を
検
証
し
見
直
す
。

質
問　

「
精
神
障
害
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
」
の
増
設
、
ひ
き
こ

も
り
精
神
障
害
者
へ
の
支
援
を

求
め
る
。

答
弁　

平
成
24
年
７
月
に
新
た

に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
開
設
し

た
。
新
規
事
業
者
の
誘
致
を
図

っ
て
い
く
。
ひ
き
こ
も
り
者
の

支
援
は
、
東
京
都
の
事
業
で
、

医
師
等
専
門
家
チ
ー
ム
に
よ
る

訪
問
型
支
援
事
業
が
あ
る
。
状

況
に
応
じ
活
用
で
き
る
よ
う
都

に
働
き
か
け
て
い
く
。

質
問　

高
齢
者
セ
ン
タ
ー
「
き

ら
ら
」
２
階
の
施
設
を
、
地
域

住
民
が
使
用
で
き
な
い
か
。

答
弁　

事
業
内
容
を
確
認
し
、

規
定
の
使
用
目
的
に
適
合
し
て

い
る
か
で
判
断
す
る
。

質
問　

東
京
都
の
東
伏
見
公
園

事
業
に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民

の
意
見
等
を
踏
ま
え
、
東
京
都

へ
の
働
き
か
け
を
求
め
る
。

答
弁　

丁
寧
な
対
応
を
都
に
求

め
て
い
く
。

質
問　

市
の
「
公
共
施
設
の
適

正
配
置
基
本
方
針
」
で
は
、
公

民
館
の
統
廃
合
や
一
部
転
用
等

の
方
針
が
出
さ
れ
て
い
る
。
市

民
・
利
用
者
へ
の
説
明
や
意
見

を
聞
く
こ
と
が
重
要
だ
。

答
弁　

利
用
者
懇
談
会
で
、
説

明
・
意
見
聴
取
を
行
う
。

子
ど
も
の
命
を
守
る
た
め
交
通
擁
護
員

は
下
校
時
も
す
べ
て
配
置
を

安
斉　

慎
一
郎
（
共
産
）

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
は
、
予
防
の

原
則
や
公
助
を
基
本
に
見
直
し
を
！

保
谷　

清
子
（
共
産
）

答
弁　

児
童
生
徒
数
が
増
加
し

て
お
り
、
新
た
な
取
り
組
み
を

検
討
す
る
時
期
で
あ
る
。

質
問　

急
増
す
る
若
手
教
員
の

人
材
育
成
を
せ
よ
。

答
弁　

平
成
24
年
度
54
名
を
新

規
採
用
し
た
。
育
成
し
て
い
く
。

質
問　

コ
ー
プ
と
う
き
ょ
う
に

入
る
丁
字
路
の
安
全
対
策
は
。

答
弁　

警
察
か
ら
信
号
機
は
設

置
で
き
な
い
と
回
答
が
あ
っ
た
。

質
問　

り
そ
な
銀
行
か
ら
自
由

学
園
へ
向
か
う
市
道
の
整
備
を
。

答
弁　

計
画
的
に
整
備
を
行
う
。

質
問　

田
無
病
院
通
り
は
。

答
弁　

ひ
ば
り
が
丘
団
地
西
側

か
ら
交
番
前
は
、
都
市
再
生
機

構
で
実
施
す
る
。
交
番
か
ら
田

無
病
院
付
近
ま
で
の
整
備
は
、

実
施
に
向
け
努
力
す
る
。

質
問　

基
金
を
取
り
崩
し
て
予

算
編
成
し
て
い
る
が
、
行
財
政

改
革
の
進
め
方
は
。

答
弁　

経
常
収
支
比
率
が
大
き

く
悪
化
し
、
財
政
見
通
し
は
厳

し
い
。
市
民
負
担
、
受
益
者
負

担
の
必
要
性
は
否
定
で
き
な
い
。

質
問　

第
６
期
介
護
保
険
事
業

計
画
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
。

答
弁　

社
会
保
障
審
議
会
に
お

い
て
見
直
し
を
進
め
て
い
る
。

質
問　

成
年
後
見
制
度
を
さ
ら

に
充
実
さ
せ
よ
。

答
弁　

平
成
23
年
度
は
33
件
の

相
談
実
績
が
あ
っ
た
。

質
問　

当
市
も
高
齢
者
聴
力
検

査
の
導
入
が
必
要
で
あ
る
。

答
弁　

調
査
研
究
し
た
い
。

質
問　

特
別
支
援
教
育
の
教
育

環
境
の
課
題
に
つ
い
て
。

保谷こもれびホール（メインホール）
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「
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」

【
市
か
ら
の
説
明
】
地
方
税
法

等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
市
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

（
主
な
改
正
内
容
）

個
人
市
民
税
関
係

・
年
金
所
得
者
の
寡
婦
（
寡

夫
）
控
除
に
係
る
申
告
手
続
の

簡
素
化

・
被
災
居
住
用
財
産
の
敷
地
に

係
る
譲
渡
所
得
軽
減
期
限
の
延

長
の
特
例
（
現
行
３
年
を
７
年

に
延
長
）

固
定
資
産
税
関
係

・
地
域
決
定
型
地
方
税
制
特
例

措
置
（
通
称
：
わ
が
ま
ち
特

例
）
の
導
入
に
伴
う
課
税
標
準

の
特
例
率
の
新
設
（
「
公
害
防

止
用
の
下
水
道
除
害
施
設
」
に

つ
い
て
、
条
例
に
よ
り
課
税
標

準
の
特
例
率
を
４
分
の
３
と
定

め
る
）

【
主
な
質
疑
】

問　

年
金
所
得
者
の
寡
婦
（
寡

夫
）
控
除
に
係
る
申
告
手
続
の

簡
素
化
は
、
税
収
、
税
負
担
に

何
ら
影
響
し
な
い
手
続
上
の
も

の
と
理
解
し
て
よ
い
か
。

答　

税
収
に
は
影
響
は
な
い
。

手
続
を
簡
素
化
す
る
も
の
。

問　

公
害
防
止
用
の
下
水
道
除

害
施
設
に
つ
い
て
、
本
市
で
該

当
す
る
法
人
は
ど
の
く
ら
い
あ

る
の
か
。
ま
た
、
多
摩
26
市
で

該
当
す
る
法
人
は
ど
の
く
ら
い

あ
る
の
か
。

答　

市
内
に
は
１
件
該
当
が
あ

る
。
26
市
で
は
４
市
５
件
と
い

う
こ
と
を
把
握
し
て
い
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

「
給
食
食
材
の
安
全
・
安
心
の

確
保
を
求
め
る
陳
情
」

「
給
食
食
材
の
測
定
に
関
す
る
陳

情
」

【
趣
旨
】
調
理
前
の
汚
染
傾
向

が
高
い
食
材
の
優
先
検
査
、
食

材
の
各
核
種
ご
と
の
下
限
値
、

検
出
地
及
び
産
地
の
公
表
を
求

め
る
。
消
費
者
庁
貸
与
検
査
機

器
の
有
効
活
用
を
求
め
る
。

【
市
か
ら
の
説
明
】
学
校
給
食
、

保
育
園
給
食
と
も
に
、
平
成
24

年
５
月
か
ら
、
調
理
後
の
給
食

の
検
査
を
実
施
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
の
検
査
は
、
す
べ
て
不

検
出
と
な
っ
て
い
る
。
食
材
検

査
に
つ
い
て
も
、
す
べ
て
測
定

下
限
値
未
満
と
な
っ
て
い
る
。

以
後
は
、
消
費
者
庁
か
ら
貸
与

さ
れ
た
機
器
を
活
用
し
て
い
く
。

【
主
な
質
疑
】

問　

汚
染
傾
向
の
高
い
食
品
を

優
先
し
て
検
査
す
る
と
い
う
考

え
は
な
い
か
。

答　

今
回
の
検
査
は
、
満
遍
な

く
検
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

安
心
・
安
全
を
高
め
た
い
と
い

う
考
え
だ
。
特
定
の
食
材
に
つ

い
て
、
優
先
的
に
測
る
こ
と
は

現
在
考
え
て
い
な
い
。

問　

測
定
結
果
の
公
表
は
ど
う

考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
産
地

の
公
表
は
し
な
い
の
か
。

答　

測
定
結
果
の
公
表
は
、
こ

れ
ま
で
と
同
様
の
内
容
で
行
な

う
。
産
地
の
公
表
は
予
定
し
て

い
な
い
。

問　

消
費
者
庁
か
ら
貸
与
さ
れ

た
検
査
機
器
を
活
用
し
て
の
検

査
は
、
１
日
何
検
体
な
の
か
。

１
検
体
当
た
り
に
要
す
る
時
間

は
。

答　

１
日
４
検
体
。
安
定
し
た

数
値
を
得
る
た
め
に
は
、
お
お

む
ね
40
分
の
測
定
時
間
が
妥
当

で
あ
る
。
加
え
て
、
事
前
の
準

備
や
事
後
の
片
づ
け
、
記
録
が

あ
り
、
１
検
体
に
つ
き
、
１
時

間
か
ら
１
時
間
半
は
か
か
る
。

問　

調
理
前
食
材
の
放
射
性
物

質
検
査
を
実
施
し
て
ほ
し
い
と

い
う
こ
と
だ
が
、
可
能
な
の
か
。

答　

給
食
の
食
材
は
、
当
日
納

品
さ
れ
た
も
の
を
調
理
す
る
の

が
原
則
で
、
朝
８
時
半
に
納
品

さ
れ
、
準
備
を
し
て
か
ら
検
査

室
に
搬
入
す
る
。
し
た
が
っ
て
、

午
前
中
は
２
検
体
が
実
施
可
能

な
最
大
数
で
あ
る
。

【
結
果
】
「
可
能
な
限
り
願
意

に
沿
う
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
」

と
の
意
見
を
付
し
、
趣
旨
採
択

「
暴
力
団
排
除
条
例
」

【
市
か
ら
の
説
明
】
平
成
23
年

10
月
１
日
に
東
京
都
暴
力
団
排

除
条
例
が
施
行
さ
れ
、
東
京
都
、

都
民
及
び
都
内
の
事
業
者
が
暴

力
団
排
除
活
動
に
取
り
組
む
仕

組
み
が
つ
く
ら
れ
た
。
西
東
京

市
に
お
い
て
も
市
民
や
市
内
事

業
者
、
警
察
と
連
携
し
て
暴
力

団
排
除
活
動
を
推
進
す
る
た
め

に
本
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で

あ
る
。

【
主
な
質
疑
】

問　

西
東
京
市
に
お
い
て
条
例

を
定
め
る
理
由
は
。

答　

都
の
条
例
で
は
、
市
に
関

す
る
規
定
が
な
い
た
め
。

問　

市
内
の
暴
力
団
の
状
況
は
。

答　

暴
力
団
事
務
所
及
び
そ
の

構
成
員
は
、
極
め
て
少
な
い
。

問　

第
５
条
で
規
定
し
て
い
る

「
市
民
等
の
責
務
」
に
つ
い
て
。

「
市
が
実
施
す
る
暴
力
団
排
除

活
動
に
関
す
る
施
策
に
参
画
又

は
協
力
す
る
こ
と
」
と
あ
る
が
、

市
民
の
安
全
が
心
配
だ
。

答　

あ
く
ま
で
も
努
め
る
と
い

う
も
の
で
、
市
民
や
事
業
者
に

強
制
的
に
行
わ
せ
る
趣
旨
で
は

な
い
。

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
可
決

質
問　

新
シ
ス
テ
ム
で
は
、
市

の
保
育
認
定
で
長
・
短
時
間
保

育
が
入
り
ま
じ
っ
て
の
保
育
と

な
る
。
ま
た
施
設
と
の
直
接
契

約
に
よ
り
自
治
体
の
責
任
が
狭

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
保
育

の
質
の
確
保
に
問
題
が
生
じ
る

が
、
市
の
基
本
的
考
え
は
。

答
弁　

同
じ
ク
ラ
ス
に
長
・
短

保
育
児
童
の
混
在
す
る
場
合
は

工
夫
が
必
要
だ
。
小
規
模
保
育

事
業
で
は
認
可
保
育
園
よ
り
低

い
基
準
で
運
営
が
で
き
、
直
接

契
約
な
の
で
質
の
確
保
の
仕
組

み
づ
く
り
が
課
題
と
な
る
。

質
問　

新
シ
ス
テ
ム
で
市
の
今

後
の
待
機
児
解
消
対
策
は
。

答
弁　

市
内
で
認
定
こ
ど
も
園

が
ど
の
程
度
開
設
で
き
る
の
か
、

認
証
保
育
所
が
安
定
的
、
継
続

的
に
運
営
で
き
る
の
か
不
透
明

で
あ
り
、
待
機
児
解
消
の
有
効

性
の
判
断
は
難
し
い
。

意
見　

責
任
あ
る
保
育
実
施
の

た
め
、
検
討
と
工
夫
が
必
要
だ
。

高
齢
者
の
孤
立
死
ゼ
ロ
に

質
問　

高
齢
者
の
孤
立
死
は
社

会
問
題
だ
。
地
域
と
の
つ
な
が

り
の
薄
い
高
齢
者
ゼ
ロ
を
目
指

す
見
守
り
対
策
と
課
題
は
。

答
弁　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
い
、

民
生
委
員
や
さ
さ
え
あ
い
ネ
ッ

ト
、
ほ
っ
と
す
る
ま
ち
づ
く
り

ネ
ッ
ト
、
ふ
れ
あ
い
ま
ち
づ
く

り
事
業
な
ど
に
つ
な
げ
て
い
る
。

今
後
は
こ
れ
ら
の
見
守
り
活
動

を
ど
う
統
合
す
る
の
か
と
い
う

視
点
を
持
ち
、
い
ざ
と
い
う
と

き
機
能
す
る
仕
組
み
と
し
た
い
。

総
合
計
画
に
つ
い
て

質
問　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
結
果
を
踏

ま
え
、
住
民
の
福
祉
の
向
上
を

最
優
先
と
す
る
計
画
に
。

答
弁　

幅
広
い
市
民
参
加
に
よ

る
策
定
で
、
市
民
福
祉
の
向
上

に
寄
与
で
き
る
と
考
え
る
。

障
害
者
（
児
）
福
祉
に
つ
い
て

質
問　

障
害
の
程
度
や
個
人
の

状
況
を
把
握
し
、
就
労
と
自
立

に
向
け
た
支
援
の
充
実
を
。

答
弁　

障
害
者
・
保
護
者
の
声

を
聞
き
、
切
れ
目
の
な
い
支
援

を
届
け
る
よ
う
取
り
組
む
。

放
射
性
物
質
測
定
に
つ
い
て

質
問　

消
費
者
庁
か
ら
貸
与
さ

れ
た
放
射
性
物
質
検
査
機
器
が

保
谷
庁
舎
に
、
平
成
24
年
９
月

10
日
か
ら
配
備
、
測
定
を
開
始

し
た
。
検
査
項
目
・
対
象
は
。

答
弁　

小
中
学
校
、
保
育
園
、

自
園
調
理
の
幼
稚
園
等
の
給
食

食
材
を
１
校
（
園
）
当
た
り
２

ヵ
月
に
１
回
検
査
す
る
予
定
。

「
い
じ
め
問
題
」
に
つ
い
て

質
問　

競
争
と
統
制
の
教
育
が
、

子
ど
も
を
理
解
し
向
き
合
う
と

い
う
教
育
の
根
幹
に
破
壊
的
な

作
用
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
市
の

調
査
結
果
と
対
応
は
。

答
弁　

28
校
中
、
い
じ
め
と
認

定
が
31
件
、
い
じ
め
の
疑
い
が

131
件
。
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応

す
る
よ
う
指
導
し
た
。

ア
ス
タ
市
営
駐
車
場
に
つ
い
て

質
問　

平
成
24
年
度
内
に
売
却

す
る
。
価
格
の
妥
当
性
は
。

答
弁　

市
の
財
産
価
格
審
議
会

で
審
議
さ
れ
、
答
申
を
受
け
た
。

子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
は
問
題

あ
り
。
責
任
あ
る
保
育
行
政
の
検
討
を

藤
岡　

智
明
（
共
産
）

総
合
計
画
は
市
民
意
見
を
十
分
聞
き

住
民
福
祉
の
向
上
を
最
優
先
に
策
定
を

倉
根　

康
雄
（
共
産
）

 

企
画
総
務
委
員
会

 

建
設
環
境
委
員
会

委

員

会

の

審

査

か

ら

　

議
案
や
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
は
、
原
則
と
し
て
所
管
の
常
任
委
員
会
等
で
審
査
を

行
い
ま
す
。
第
３
回
定
例
会
に
お
け
る
各
委
員
会
で
の
主
な
審
査
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

文
教
厚
生
委
員
会

用
語
の
解
説

＊
エ
ジ
ン
バ
ラ
評
価
方
式

　

出
産
後
の
う
つ
病
の
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
法
と
し
て
開
発

さ
れ
た
評
価
尺
度
の
こ
と
。

10
項
目
の
質
問
か
ら
な
り
、

５
分
程
度
で
回
答
で
き
る
。

一
般
的
な
抑
う
つ
尺
度
の
項

目
に
は
妊
娠
・
出
産
期
の
女

性
に
適
さ
な
い
項
目
が
含
ま

れ
て
お
り
、
病
気
の
発
見
を

難
し
く
し
て
い
た
。

＊
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト

　

未
就
学
児
が
い
る
家
庭
を
、

研
修
を
受
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
定
期
的
に
訪
問
し
、
親

の
相
談
に
乗
っ
た
り
、
一
緒

に
育
児
や
家
事
を
行
う
こ
と

で
、
孤
立
し
が
ち
な
親
を
支

援
す
る
。

＊
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

　

要
介
護
者
に
対
し
、
自
宅

や
サ
ー
ビ
ス
拠
点
で
日
常
生

活
上
の
世
話
及
び
機
能
訓
練

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
利
用

者
が
自
宅
で
能
力
に
応
じ
た

自
立
し
た
日
常
生
活
を
送
れ

る
よ
う
に
す
る
も
の
。

＊
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

　

家
庭
や
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
等

を
双
方
向
の
通
信
網
と
送
電

網
で
つ
な
ぎ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
交
通
等
を
制
御
す
る
こ
と

で
環
境
負
荷
を
抑
え
た
次
世

代
都
市
。

＊
骨
格
予
算

　

当
初
予
算
の
際
に
最
低
限

必
要
な
経
費
だ
け
を
盛
り
込

ん
で
お
く
予
算
。
そ
の
後
、

補
正
予
算
で
新
し
い
市
長
の

方
針
や
裁
量
が
働
き
や
す
い

経
費
を
肉
づ
け
す
る
。

＊
劇
場
法

　
「
劇
場
、
音
楽
堂
等
の
活

性
化
に
関
す
る
法
律
」
の
略

称
。
劇
場
、
音
楽
堂
等
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

文
化
水
準
を
向
上
さ
せ
、
心

豊
か
な
国
民
生
活
及
び
活
力

あ
る
地
域
社
会
を
実
現
さ
せ

る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
。

消費者庁から貸与された放射性物質検査機器
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決算・補正予算の審査から

西東京市

決
算
・
補
正
予
算
の
審
査
か
ら

平
成
23
年
度
決
算
と
平
成
24
年
度
補
正
予
算
の
主
な
審
査
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
質
問
の
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
予
算
特
別
委
員
会
に
つ
い
て
は
11
月
中
旬
、
決
算
特

別
委
員
会
に
つ
い
て
は
12
月
上
旬
に
発
行
予
定
の
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
会
議
録
は
、
両
庁
舎
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

◆
一
般
会
計

【
主
な
質
疑
項
目
】

・
職
員
１
人
が
担
当
す
る
納
税

交
渉
の
件
数
に
つ
い
て

・
市
民
税
・
税
連
動
交
付
金
・

普
通
交
付
税
等
の
東
日
本
大

震
災
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て

・
合
併
算
定
替
え
等
、
合
併
に

よ
る
財
政
措
置
の
変
化
に
対

す
る
決
算
の
評
価
に
つ
い
て

・
不
用
額
の
分
析
及
び
決
算
後

に
予
算
編
成
す
る
当
初
予
算

へ
の
反
映
に
つ
い
て

・
契
約
差
金
等
の
不
用
額
の
評

価
、
財
政
調
整
基
金
の
確
保

に
つ
い
て

・
歳
出
予
算
が
拡
大
し
た
要
因

分
析
、
事
務
事
業
自
体
の
選

択
や
優
先
順
位
づ
け
に
つ
い

て
・
民
間
金
融
機
関
か
ら
の
借
り

入
れ
に
お
け
る
利
率
の
競
争

性
等
の
手
続
に
つ
い
て

・
職
員
の
提
案
能
力
向
上
に
向

け
た
人
材
育
成
研
修
、
他
の

自
治
体
へ
職
員
視
察
の
機
会
、

他
団
体
と
の
人
事
交
流
に
つ

い
て

・
職
員
の
通
信
教
育
研
修
受
講

後
の
発
表
機
会
の
場
の
創
出
、

研
修
成
果
を
市
民
に
還
元
さ

せ
る
こ
と
に
つ
い
て

・
公
共
施
設
の
光
熱
水
費
の
削

減
努
力
に
関
し
て
の
総
括
に

つ
い
て

・
事
業
系
ご
み
排
出
事
業
者
で

も
あ
る
市
の
責
務
、
委
託
事

業
者
と
の
間
に
お
け
る
事
務

手
続
、
処
分
先
自
治
体
と
の

許
可
関
係
に
つ
い
て

・
一
般
職
・
委
託
事
業
者
に
よ

る
交
通
事
故
件
数
・
そ
の
改

善
方
法
に
つ
い
て

・
老
人
ク
ラ
ブ
等
助
成
金
の
対

象
団
体
、
人
数
等
の
現
状
把

握
に
つ
い
て

・
高
齢
者
い
き
い
き
ミ
ニ
デ
イ

事
業
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
に
つ

い
て

・
高
齢
者
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

に
お
け
る
不
用
額
の
理
由
に

つ
い
て

・
高
齢
者
等
の
安
否
確
認
を
担

当
し
た
職
員
に
対
す
る
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

・
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
１

割
負
担
等
の
制
度
改
正
に
よ

る
影
響
に
つ
い
て

・
育
児
支
援
訪
問
事
業
の
訪
問

指
導
員
と
訪
問
支
援
員
の
事

業
の
違
い
に
つ
い
て

・
先
駆
型
子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
の
役
割
に
つ
い
て

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が

抱
え
て
い
る
課
題
等
に
つ
い

て
・
予
防
接
種
事
業
全
体
の
不
用

額
の
要
因
に
つ
い
て

・
ソ
フ
ト
な
も
の
づ
く
り
産
業

育
成
支
援
委
託
の
市
内
調
査

の
結
果
、
計
画
の
位
置
づ
け

に
つ
い
て

・
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
加
入
事
業
者
数
・
会
員

数
の
減
少
に
つ
い
て

・
消
火
器
箱
設
置
委
託
に
お
け

る
地
域
で
の
配
置
基
準
に
つ

い
て

・
災
害
時
要
援
護
者
の
登
録
者

個
々
の
状
況
把
握
、
個
人
プ

ラ
ン
の
作
成
に
つ
い
て

・
耐
震
無
料
診
断
か
ら
改
修
に

至
る
ま
で
の
課
題
に
つ
い
て

・
放
置
自
転
車
等
処
分
手
数
料

の
減
少
と
自
転
車
駐
車
場
の

現
状
に
つ
い
て

・
は
な
バ
ス
車
内
広
告
の
掲
載

対
象
に
市
民
サ
ー
ク
ル
等
が

含
ま
れ
る
の
か
、
ま
た
そ
の

周
知
方
法
に
つ
い
て

・
下
水
道
使
用
料
値
上
げ
に
よ

る
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰

出
金
の
基
準
外
繰
り
出
し
の

改
善
等
に
つ
い
て

・
障
害
児
童
等
介
助
事
業
の
執

行
状
況
、
特
別
支
援
学
級
利

用
者
の
増
加
に
つ
い
て

・
外
部
指
導
員
活
用
モ
デ
ル
校

事
業
に
お
け
る
柔
道
・
ダ
ン

ス
授
業
の
成
果
・
分
析
に
つ

い
て

・
い
じ
め
る
側
の
子
ど
も
に
対

す
る
向
き
合
い
方
、
い
じ
め

を
理
解
す
る
上
で
の
視
点
に

つ
い
て

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
認
定

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計

◆
駐
車
場
事
業
特
別
会
計

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
認
定

◆
中
小
企
業
従
業
員
退
職
金
等

共
済
事
業
特
別
会
計

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

◆
保
谷
駅
南
口
地
区
第
一
種
市

街
地
再
開
発
事
業
特
別
会
計

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
認
定

◆
一
般
会
計

【
説
明
】
本
補
正
予
算
は
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
10
億
１
千
754
万
円
を
追
加

す
る
も
の
で
あ
る
。

【
主
な
質
疑
項
目
】

・
地
方
交
付
税
の
支
払
い
の
延

期
等
の
影
響
、
調
整
率
の
内

容
に
つ
い
て

・
市
長
選
挙
公
報
配
布
委
託
料

を
増
額
し
た
理
由
及
び
積
算

内
容
に
つ
い
て

・
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
費

に
関
し
て
、
事
務
事
業
評
価

に
よ
り
当
初
廃
止
し
た
こ
と

と
、
復
活
に
当
た
っ
て
の
対

策
に
つ
い
て

・
後
発
医
薬
品
利
用
率
調
査
の

調
査
内
容
、
利
用
促
進
の
取

り
組
み
、
国
保
・
組
合
健
保

を
含
め
た
チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い

て
・
予
防
接
種
事
業
費
に
関
し
て
、

ポ
リ
オ
の
不
活
化
ワ
ク
チ
ン

へ
の
切
り
か
え
と
４
種
混
合

の
対
応
、
予
防
接
種
の
場
所

に
つ
い
て

・
東
伏
見
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
現
在
の
体
制
、
開
錠

等
委
託
料
、
来
年
度
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

・
給
食
食
材
検
査
結
果
の
公
表

時
期
、
産
地
公
表
、
１
施
設

の
検
査
回
数
に
つ
い
て

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
可
決

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計

◆
中
小
企
業
従
業
員
退
職
金
等

共
済
事
業
特
別
会
計

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

◆
駐
車
場
事
業
特
別
会
計

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
可
決

*
平
成
23
年
度
決
算

*平
成
24
年
度
補
正
予
算

一般会計歳入 一般会計歳出一般会計歳入 一般会計歳出
総　　額

667億1,874万円
総　　額

664億5,154万円

市税 44.5%
市民税などの税金国・都支出金 24.4%

使い方が決められている国や
都からの補助金や負担金 

各種交付金 12.2%
使い方が決められていない
国や都からの交付金

市債 8.1%
公園整備などのための
市の借入金（市の借金）

分担金及び負担金・
使用料及び手数料 2.5%
市の施設の使用料収入・負担金など

その他 3.9%

民生費 44.8%
子どもやお年寄り、
身体の不自由な方など
の福祉や生活保護等に
かかる費用

土木費 11.4%
道路や公園などの住環境の
整備にかかる費用

総務費 11.4%
市役所の運営や市税の
徴収などにかかる費用

教育費 9.9% 
学校、公民館、
図書館などの
整備や教育に
かかる費用

公債費 8.7%
市債（市の借金）
返済の費用

衛生費 7.5%
ごみ収集、リサイクル、市民の
健康増進などにかかる費用

その他 6.3%
商工業や農業の振興、議会、
防災などにかかる費用

繰入金 4.4%
基金（市の貯金）など
からの繰り入れ

会 計 名 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額

一 般 会 計

特 別 会 計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
下 水 道 事 業 特 別 会 計

駐 車 場 事 業 特 別 会 計
介 護 保 険 特 別 会 計

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計
　 合 計 　

677億1,873万4,646円

384億2,923万0,435円

185億2,016万8,531円

37億8,940万3,137円

8,045万0,940円

1億7,323万7,929円

110億3,877万1,324円

13億8,047万1,278円

34億4,672万7,296円

1,061億4,796万5,081円

664億5,153万9,463円

380億0,334万6,341円

181億9,015万8,598円

37億7,463万7,265円

7,681万6,643円

1億6,652万9,615円

110億1,288万8,191円

13億8,047万1,278円

34億0,184万4,751円

1,044億5,488万5,804円

12億6,719万5,183円

4億2,588万4,094円

3億3,000万9,933円

1,476万5,872円

363万4,297円

670万8,314円

2,588万3,133円

0円

4,488万2,545円

16億9,307万9,277円

中小企業従業員退職金等共済事業特別会計

保谷駅南口地区第一種市街地再開発事業特別会計

平成23年度各会計決算の概要



委員会視察報告（1）

西東京市

第 53 号（8）平 成 24 年 11 月 15 日　発行

愛知県一宮市
「庁舎統合、新庁舎建設等基本構想・
基本計画」について
愛知県一宮市は平成 17 年４月１

日に一宮市・尾西市・木曽川町の２市
１町合併により誕生した。合併時には、
各庁舎単位では規模的にどれも合併後

の新市の本庁舎として役割を果たすこ
とが困難なため、３庁舎による分庁舎
方式を採用した。
総務企画部門（一宮庁舎）、建設・

上下水道部門（尾西庁舎）、教育部門
（木曽川庁舎）、審査などの専門的・複
雑な手続は、それぞれの庁舎でないと
対応できない場合があり、市民から分
庁舎方式では限界があるとの指摘がさ
れていた。また、議会は一宮庁舎にて
開催されているが、関係職員は各庁舎
から一宮庁舎への移動を強いられ、加
えて職員の通常業務（会議・打ち合わ
せ）においても各庁舎間の事務連絡等
に費やされる移動コストなど、見逃す
ことができない問題を抱えていた。
こうした問題解決のため、住民代表・

関係団体・有識者・議員等から成る「新
庁舎建設等基本構想策定委員会」が設
置され、平成20年２月に基本構想が
策定された。基本構想・基本計画には
「協働」が位置づけられ、市民参加の
ワークショップも開催されている。合
併特例債を活用できる期限である平成
27年度にはすべての工事を完了させ
るという「新庁舎建設基本計画」が平
成21年４月に公表されている。庁舎
建設工事は、平成23年 10月に着工
し現在建設中であった。
理想とコストから見る適正な庁舎建

設についての見解を尋ねると、「贅沢

なものを建てるとは思っていない。平
均的な㎡単価。38万都市にふさわし
い。むしろ足りないくらい。」とのこ
とで、今後、西東京市で進められる庁
舎統廃合の参考にしたい取り組みが多
くあった。

岐阜県多治見市
「健全な財政に関する条例」について
平成19年に全国に先駆けて、市が

独自に具体的な財政運営に関する、市
民自治に基づく健全な財政に資するこ
とを目的として条例制定されている。
条例制定の背景には、バブル期に公

共施設を多く建設し、その後、財政が
逼迫した反省をもとに、将来に向けて
ブレーキをかけることが必要ではない
かとの考えから条例制定に至ったとの
ことであった。
挨拶の中で、多治見市議会議長が「み

ずから足かせとなる条例をつくってし
まった」と発言したとおり、新たな起
債を制限する条例。しかし、新たな
施設を建設する際や施設の更新の際に、
財政面からも十分に議論するためには
必要な条例と受けとめた。

大分県別府市
「赤ちゃんの駅」登録事業について
大分県が、地域が一体となって子育

てを応援する「子ども・子育て応援社
会の形成」を目指し、「おおいた子育
て応援団」として、大分県民間企業協
働型子育て支援事業に取り組んでおり、
別府市の取り組みの 1つとしては、
「赤ちゃんの駅」事業を行っている。
平成 17年 3月に「べっぷ子ども次
世代育成支援行動計画」を策定し、次
世代を担う子どもたちが健やかに生ま
れ育つ環境づくりへ取り組み、子育て
がしやすい市として内外にＰＲを行っ
てきた。平成23年 11月からは、赤
ちゃんと一緒に安心して外出ができる
ように、また、地域社会全体の子育て

の意識の向上を図るために「赤ちゃん
の駅」事業を始めた。外出中の親子が
気軽におむつ替えや授乳ができる環境
づくりを考え、「おむつ替えの場の提
供」「授乳の場の提供」及び「ミルク
用お湯の提供」のいずれかが可能な店

舗や施設を「赤ちゃんの駅」として登
録をする。
登録した施設は、目印となるタペス

トリーやステッカーなどを掲示する。
この図案がユニバーサルデザインとな
れば、どこの地域に行っても探しやす
いであろう。

大分県大分市
「大分市民生委員児童委員庁内サポー
ト会議」について～民生委員児童委員
への支援体制の強化に向けて
民生委員児童委員の円滑な活動を阻

害する主な問題としては、個人情報の
保護に関係した諸問題が増え、活動が
できない。相談内容が複雑・多様化し
て、専門的知識が必要とされるものが
非常に多くなってきている。地域での
民生委員児童委員の推薦に苦慮してい
る。就任後も職務の困難さから辞退者
が出てしまうことなどが考えられる。
大分市では、「大分市民生委員児童

委員庁内サポート会議」を設置し、困
難事例や課題等への対応、円滑な活動
ができるように情報提供、行政との連
携体制を整備し、相談対応マニュアル

を作成するとともに市から依頼する業
務の見直しを図り、活動のＰＲも行っ
ている。会議の構成メンバーは、副市
長を会長とし、福祉保健部・市民部・
土木建築部・教育部の各部長を副会長
とし、関係各課の課長を委員として構
成している。さらに、課長補佐級以上
の職員を「民生委員児童委員支援担当
者」として配置し、相談等への対応・
活動の支援、関係機関等との連絡調整
を図っている。この支援担当者は、執
務時間外や、さらに夜間までも対応を
する。当初の目的は民生委員児童委員
の支援だが、サポート会議ができてか
ら、課によっては、職員同士の接点や
内部の研修の機会が増えて、庁内職員
の意識改革にもつながった。

日程・視察先
７月12日　愛知県一宮市
７月13日　岐阜県多治見市

報告者　企画総務委員長　
大友　かく子

企画総務
委 員 会

　各常任・特別委員会では、先進的な施策や取り組み内容を調査・研究することを目的に、他自治体への行政視察を行っています。
　ここでは、平成24年に視察を行った４つの委員会についての視察内容等をお知らせします。

委員会視察ＲＥＰＯＲＴ委員会視察ＲＥＰＯＲＴ

日程・視察先
７月３日　大分県別府市
７月４日　大分県大分市

報告者　文教厚生委員長
保谷　なおみ

文教厚生
委 員 会

一宮市新庁舎建設現場

「赤ちゃんの駅」タペストリー
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委員会視察報告（2）、会議の開催状況

西東京市

北海道小樽市
「商店街の活性化に関する事業等」に
ついて
西東京市の商店街では、近隣地域へ

の顧客の流出や不況による消費の低迷
により、厳しい状況が続いており、本
市商店街活性化の参考にするため視察
を行った。
もともと小樽市は、新鮮で豊富な素

材等を利用した加工品を多く生産し、

全国的な販路拡大に努め、「商工港湾
都市・観光都市」の性格を有している。
しかし、現在は人口の減少が続き、

大型店の出店や札幌商圏の拡大、長引
く不況による消費の低迷など、市内の
商業を取り巻く環境は厳しい状況にあ
る。
このような中で、さまざまな調査で

実態をつかみながら商店街等の活性化
に関する事業に取り組み、成果を上げ
ている。
「空き地・空き家バンク制度」につい
て
西東京市では、４年前の調査で、

8,590 戸の空き家があり、防犯や環
境保全の面からも対応が求められてお
り、先進事例を学ぶために視察を行っ
た。
小樽市の「空き家・空き地バンク制

度」は、市内にある空き家・空き地の
物件情報を登録し、公開することによ

って、物件の有効活用を図り、市への
定住人口や地域の活性化を促進するた
めの制度である。
昭和63年時点で6,230件であっ

た空き家の推計値は、平成15年には
9,660 件と増加。このため、冬期の
落雪、家屋崩壊等の事例が増加してお
り、当制度の促進が図られている。

北海道苫小牧市
「災害ボランティアセンター設置・運
営マニュアル」について
西東京市では、東日本大震災等を踏

まえ、平成25年夏ごろを目途に「地
域防災計画」の見直しを進めている。
また、災害時のボランティア受け入れ
や活動について、社会福祉協議会と調
整中であり、先進施策を学ぶために視
察を行った。
苫小牧市は、「地域防災計画」の中で、

災害時にボランティアセンターを設置

することを位置づけている。
平成23年９月につくられた「苫小

牧市災害ボランティアセンター設置・
運営マニュアル」は、災害時のボラン
ティアの受け入れ等に関する基本的な
考え方を中心に記述し、当面の大規模
災害に備えた準備に活用するとともに、
災害が発生した場合には、市や社会福
祉協議会職員等によって活用されるこ
とを想定している。
「樽前予約運行型バス」について
西東京市では、市内循環の「はなバ

ス」を運行しているが、道幅の狭さ等
で市民要求に応えられない部分がある。
このため、デマンド型コミュニティバ
スを導入している経験に学ぶために視
察を行った。
苫小牧市では、平成23年３月作成

の「地域公共交通総合連携計画」の中
で、利用者が著しく少ない路線に対し、
「デマンド型コミュニティバス」など
の新しい交通システムを導入すること
が位置づけられた。
これに伴い、平成24年４月１日か

ら、一部路線の運行方法を変更し、事
前に登録された利用者の電話予約を受
け、予約があった停留所間を結ぶ「樽
前予約運行バス」が運行されている。

石川県金沢市
「金沢市まちづくり条例」・「特別用途
地区・高度利用地区」について
現在、本市において「ひばりヶ丘駅

周辺」のまちづくり事業が進められて
いる。今後、事業が進捗する上で課題
となるであろう「まちづくりのルール」
に関し、これを条例化し、運用してい
る金沢市を視察することとした。
金沢市は、「住民によるまちづくり

（土地利用協定など）」「まちづくり活
動支援」「開発事業の手続き」等を盛
り込んだ「市民参画によるまちづくり
の推進に関する条例」及び「土地利用

の適正化に関する条例」（これらを総
称し「まちづくり条例」という。）を
制定している。
金沢市では、市民主体による「まち

づくり協定」を市長との間で締結して
いる（24地区）。「まちづくり計画」
の対象は、「町内会」や「街区」「学校

区」等それぞれであり、「まちなみの
連続性」等に配慮し、都市としての魅
力づくりに地域が主体となって取り組
んでいる様子を感じ取ることができた。
また、この協定の実効性という観点か
ら、この協定に従わない開発事業者等
への対応について尋ねたが、条例に規
定する「勧告」や「事業者の公表」は、
条例制定後において例がないとのこと
であった。
条例により、地域にそぐわない開発

行為に抑止力が働く一方、「勧告」「公
表」の適用には行政側も慎重を期す必
要がある。
その他、金沢市が取り組む再開発事

業等の説明も受けたが、本市同様、地
権者等との長きにわたる交渉、地域関
係者とのさまざまな調整等の上に、現
在の「まち」が成り立っていること、
そして何より、金沢市の「まちづくり」
にかける思いを十二分に味わうことが
できた視察であった。

福井県福井市
「中心市街地活性化（賑わいの道づく
り事業ほか）」について
今回は、「中心市街地の活性化」自

体に主眼を置くのではなく、その事業
で取り組まれている手法等に着目し、
視察を実施した。
福井市では、中心市街地整備改善事

業の一つとして「賑わいの道づくり事
業」を実施した。商店街内のコミュニ
ティ道路や歩道の整備、さらには電線
類の地中化等の街路事業のほか、ポケ
ットパーク整備、道路修景、植栽等の
整備が行われ、「回遊性」を重視した
街並みとなるよう整備が行われていた。
本市事業とは事業規模の違いはある

にせよ、「まちづくり空間」の創出や、
整備後の道路景観を生かした魅力ある
店舗づくり、道路空間を利用したイベ
ント広場等、狭いエリアであっても、
工夫次第で「魅力あるまち並み」を出
現させるものであった。
また、整備後における地元商店街関

係者による定期清掃やプランターの設
置等、地域一体となったまちづくりを
目にすることができた視察であった。

日程・視察先
10月16日　石川県金沢市
10月17日　福井県福井市

報告者　駅周辺再開発等特別委員長　
小幡　勝己

８
月

29
日

９
月

３
日

４
日

５
日

６
日

７
日

10
日

11
日

12
日

13
日

14
日

18
日

21
日

24
日

25
日

26
日

27
日

28
日

10
月

２
日

議
会
運
営
委
員
会

第
３
回
定
例
会
・
本
会
議
（
議
案
等
上

程
～
議
決
、
付
託
）
、
予
算
特
別
委
員

会
、
議
会
報
編
集
委
員
会

本
会
議
（
一
般
質
問
）

本
会
議
（
一
般
質
問
）

本
会
議
（
一
般
質
問
）

本
会
議
（
一
般
質
問
、
議
案
上
程
～
付

託
）
、
議
会
運
営
委
員
会

企
画
総
務
委
員
会
、
文
教
厚
生
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会
、
決
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

駅
周
辺
再
開
発
等
特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会
、
会
派
代
表
者
会
議

本
会
議
（
委
員
会
審
査
報
告
、
議
員
提

出
議
案
等
上
程
～
議
決
）
、
議
会
運
営

委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
（
委
員
会
審
査
報
告
～
議
決
、

陳
情
上
程
～
付
託
）
、
決
算
特
別
委
員

会
、
議
会
運
営
委
員
会
、
会
派
代
表
者

会
議

会
議
の
開
催
状
況

会
議
の
開
催
状
況

日程・視察先
７月３日　北海道小樽市
７月４日　北海道苫小牧市

報告者　建設環境委員長　
保谷　清子

建設環境
委 員 会

駅 周 辺
再 開 発 等
特別委員会

小樽市消費者動向調査報告書

賑わいの道づくり事業（福井市）



西東京市

議決結果（議案、請願・陳情）、意見書、お知らせ

認定

可決

否決

可決
同意

　
　
　

結
　
　
　
　

果

無
所
属・民
主
ク
ラ
ブ（
1
）

無
所
属・市
民
派
無
所
属（
1
）

無
所
属・市
民
の
目（
1
）

民
主
党
西
東
京（
2
）

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
2
）

み
ん
な
の
党
西
東
京（
3
）

日
本
共
産
党
西
東
京
市
議
団（
4
）

西
東
京
市
議
会
公
明
党（
6
） 

※

自
由
民
主
党
西
東
京
市
議
団（
8
）

会　　　派
　（　）は所属議員数

件　　　名

決
　
　

算

そ
の
他

議

員

提

出

議

案

○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○

補
正
予
算

条
　

例
改
　

正

制
定

可決

可決

○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

賛成全員

○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

賛成全員

○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

賛成全員

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○

賛成全員

× × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

× × ○ × ○ × ○ ○ ×

賛成全員
賛成全員

・一般会計
・国民健康保険特別会計
・下水道事業特別会計
・中小企業従業員退職金等共済事業特別会計
・介護保険特別会計
・保谷駅南口地区第一種市街地再開発事業特別会計
・駐車場事業特別会計
・後期高齢者医療特別会計
・一般会計
・後期高齢者医療特別会計
・国民健康保険特別会計
・下水道事業特別会計
・中小企業従業員退職金等共済事業特別会計
・介護保険特別会計
・駐車場事業特別会計
・暴力団排除条例
・防災会議条例
・災害対策本部条例
・市税条例

・東京都住宅供給公社家賃の見直しと引き下げを
　求める意見書

・沖縄県普天間基地へのオスプレイ配備計画撤回
　を求める意見書

・尖閣問題をめぐる紛争問題の解決のため、
　尖閣諸島の領有の歴史上、国際法上の正当性
　を主張することを求める意見書

・児童保護行政のさらなる体制整備を求める意見書

・韓国に対する過去の植民地支配の不法性と誤
　りを認め、歴史的事実をつき合わせて竹島問
　題の解決を図ることを求める意見書

・工事委託契約の変更について
・昭和病院組合規約の一部を改正する規約

～議場コンサートのお知らせ～
　平成22年11月に開催した市議会主催の「議場コン
サート」第２弾として、次のとおり開催する予定です。
この機会に皆様のご来場をお待ちしています。
（当日先着順　入場料無料）

議会だよりについて　議会事務局庶務調査係　☎042-460-9860
傍聴等について　　　議会事務局議事係　　　☎042-460-9861

お問い合わせ 市議会ホームページ
http://www.city.nishitokyo.lg.jp/sigikai/index.html

（　

）
は
付
託
委
員
会

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
陳

情　
　
　
　
　
〈
趣
旨
採
択
〉

○
給
食
食
材
の
安
全
・
安
心
の

確
保
を
求
め
る
陳
情

〈
趣
旨
採
択
〉

○
給
食
食
材
の
測
定
に
関
す
る

陳
情　
　
　
　
〈
趣
旨
採
択
〉

○
消
費
者
庁
貸
与
・
放
射
性
物

質
検
査
機
器
の
活
用
に
つ
い

て
の
陳
情　
　
〈
趣
旨
採
択
〉

○
西
東
京
市
在
住
の
私
立
小
中

学
校
就
学
者
に
対
す
る
教
育

費
助
成
に
つ
い
て
の
陳
情

〈
趣
旨
採
択
〉

（
以
上
、
文
教
厚
生
）

○
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
家
貸

の
見
直
し
と
引
き
下
げ
を
求

め
る
請
願　
　
（
建
設
環
境
）

○
市
主
催
の
市
民
参
加
の
場
に

積
極
的
に
市
議
や
市
長
が
出

席
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情

○
「
い
こ
い
ー
な
」
の
着
ぐ
る

み
を
積
極
的
に
使
用
す
る
こ

と
を
求
め
る
陳
情

○
個
人
情
報
保
護
条
例
に
関
す

る
陳
情

○
個
人
情
報
保
護
条
例
第
20
条

に
関
す
る
陳
情

（
以
上
、
企
画
総
務
）

○
自
殺
対
策
に
関
す
る
陳
情

○
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に
関
す
る

陳
情

○
男
女
平
等
推
進
事
業
の
さ
ら

な
る
市
民
周
知
を
行
う
こ
と

を
求
め
る
陳
情

○
小
・
中
・
高
校
の
い
じ
め
防

止
・
対
策
に
関
す
る
陳
情

○
学
校
部
活
チ
ー
ム
や
何
か
の

団
体
の
集
ま
り
へ
の
バ
ス
代

助
成
に
関
す
る
陳
情

○
姉
妹
都
市
・
友
好
都
市
施
設

利
用
助
成
金
制
度
の
改
善
と

そ
の
正
当
性
を
公
表
す
る
こ

と
を
求
め
る
陳
情

○
ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
に
関
す
る

常
任
委
員
会
の
会
議
録
等
を

早
急
に
公
表
す
る
こ
と
を
求

め
る
陳
情（以

上
、
文
教
厚
生
）

○
市
独
自
に
特
定
緊
急
輸
送
道

路
以
外
で
特
定
道
路
を
設
定

し
耐
震
助
成
制
度
を
創
設
す

る
こ
と
を
求
め
る
陳
情

○
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
売
却

を
検
討
す
る
こ
と
を
求
め
る

陳
情

○
公
園
内
と
自
動
販
売
機
の
前
に

ご
み
箱
設
置
に
関
す
る
陳
情

○
あ
ら
ゆ
る
状
況
を
想
定
し
た

防
災
対
策
の
実
施
を
求
め
る

陳
情

○
地
域
防
災
計
画
の
概
要
版
を
作

成
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情

○
本
番
を
想
定
し
た
総
合
防
災

訓
練
の
実
施
を
求
め
る
陳
情

○
西
東
京
市
消
防
団
条
例
の
一

部
改
正
を
求
め
る
陳
情

○
西
東
京
市
の
災
害
対
策
等
に

関
す
る
陳
情

○
西
東
京
市
の
防
災
対
策
の
強

化
に
関
す
る
陳
情

（
以
上
、
建
設
環
境
）

○
市
庁
舎
駐
車
場
の
利
用
料
金

等
を
再
考
す
る
こ
と
を
求
め

る
陳
情

○
市
庁
舎
駐
車
場
有
料
化
に
伴

う
陳
情
（
以
上
、企
画
総
務
）

○
建
設
業
従
事
者
の
ア
ス
ベ
ス

ト
被
害
者
の
早
期
救
済
・
解

決
を
図
る
こ
と
を
国
に
求
め

る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

陳
情　
　
　
　
（
文
教
厚
生
）

【
提
出
先
】
東
京
都
知
事
、
東

京
都
住
宅
供
給
公
社
理
事
長

【
提
出
先
】
内
閣
総
理
大
臣
、

外
務
大
臣
、
防
衛
大
臣

【
提
出
先
】
内
閣
総
理
大
臣
、

外
務
大
臣

【
提
出
先
】
内
閣
総
理
大
臣
、

西
東
京
市
議
会
だ
よ
り
第
53

号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

第
３
回
定
例
会
は
、
決
算
の

審
査
も
あ
り
９
月
３
日
か
ら
10

月
２
日
ま
で
１
ヵ
月
間
行
わ
れ

ま
し
た
。

７
月
と
10
月
に
常
任
委
員
会

と
特
別
委
員
会
の
視
察
を
行
い
、

そ
の
報
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
を
き
っ
か
け
に
、

傍
聴
に
も
直
接
お
出
か
け
く
だ

さ
る
と
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｉ
）

第3回定例会 議案の議決結果一覧 ○賛成　×反対

※は１名欠席

厚
生
労
働
大
臣

■
第
４
回
定
例
会
の
開
催

11
月
30
日
（
金
）
か
ら
開
催

す
る
予
定
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
決
ま
り

次
第
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
請
願
・
陳
情
は
11
月
22
日

（
木
）ま
で
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

請
願
・
陳
情
は
い
つ
で
も
受

け
付
け
し
て
い
ま
す
が
、
第
４

回
定
例
会
で
審
査
を
行
う
た
め

に
は
、
11
月
22
日(

木)

ま
で
に

ご
提
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
議
会
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

今
定
例
会
で
可
決
し
た

意
見
書

請
願・陳
情
の
結
果

お
知
ら
せ

編
集
後
記

開催日　平成24年12月３日（月）
　　　　　　　　　　午前中を予定
場　所　 田無庁舎　議場
演奏者　東京ニューシティ管弦楽団
演目等　詳細は未定

１

２

３

４

その他、詳細は決まり次第、市ホームページ、
市報等でお知らせする予定です。


